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開催概要 

４ 

平成28年度３Ｒ推進北海道大会 

   さあしよう！3Rを意識した生活！ 

■日   時 ：  平成28年 11月20日（日）10:00～17:00 

■主   催 ：   環境省北海道地方環境事務所 

■共   催 ：   農林水産省北海道農政事務所／北海道 ／ 札幌市 

■後   援 ：   経済産業省北海道経済産業局／小樽市／帯広市 

■特別協力 ：  一般社団法人自然環境文化推進機構 

■協   力  :    ３R活動推進フォーラム／北海道グリーン購入ネットワーク 

■会   場 :      ウイングベイ小樽 ネイチャー・チャンバー 



５ 

進行プログラム 

時間 プログラム 内容 

10:00〜 
イベント開会 

オープニングコメント 
ＭＣより開催内容アナウンス 

11:30〜 

（25分） 

ステージアトラクション① 

浅沼 修氏 

ヒーリングBGM演奏 

インタビュー 

12:00〜 

（1分） 

 

12:00〜12:05 

（５分） 

オープニング 

 

主催挨拶 

環境省北海道地⽅環境事務所 

所⻑ 德丸 久衞  

MCよりステージ開会コメント 
 

所⻑よりイベント趣旨説明含む 

ステージ開会挨拶 

12:05〜12:15 

（10分） 

12:15〜12:25 

（10分） 

出展ＰＲ① 

【NPOライフ 松永様】 

【協栄産業㈱石嵜様】 

ＭＣＸ出展団体・企業 

実施内容インタビュー 

12:30〜13:15 

（45分） 

講演30分＋インタビュー15分 

３Rステージトークショー① 

NPO日本渚の美術協会 会⻑      

本間 清様  

出演者による３Ｒ関連 

講演・インタビュー 

   （ＸＭＣ）  

13:30〜 

（25分） 

ステージアトラクション② 

Under The Palms 

ヒーリングBGM演奏 

インタビュー 

14:00〜14:45 

（45分） 

講演30分＋インタビュー15分 

３Rステージトークショー② 

京菓匠 笹屋伊織 

㈱イオリ・コーポレーション 

 取締役社⻑ 田丸 みゆき様  

出演者による３Ｒ関連 

講演・インタビュー 

   （ＸＭＣ）  

15:00〜15:10 

（10分） 

15:10〜15:20 

（10分） 

WS出展ＰＲ 

【ハンドメイド作家 Kao様】 

【整理収納アドバイザー 佐藤真美】 

【協栄産業㈱石嵜様】 

ＭＣＸ出展団体・企業 

実施内容インタビュー 

15:30〜16:15 

（45分） 

講演30分＋インタビュー15分 

３Rステージトークショー③ 

整理収納アドバイサー 

      永井 友子様 

出演者による３Ｒ関連 

実践トーク・インタビュー 

   （ＸＭＣ）  

16:30〜 

（25分） 

ステージアトラクション③ 

浅沼 修氏 

ヒーリングBGM演奏 

インタビュー 

16:55〜17:00 

（5分） 

 

17:00〜 

閉会挨拶 

環境省北海道地⽅環境事務所 

課⻑ 遊佐 秀憲  

クロージング 

 

課⻑よりイベント閉会挨拶 

ステージ閉会挨拶 

MCより閉会コメント 



６ 

【出店PR】   

       特定非営利活動法人札幌障害者活動支援センター 松永 邦子 氏  

       協栄産業株式会社                     石嵜 洋樹  氏 

       ハンドメイド作家                         Ｋａｏ  氏     

       整理収納アドバイザー                    佐藤 真美 氏   

【主催者挨拶】  北海道地方環境事務所長 德丸 久衞 

【ステージアトラクション】  

 浅沼 修 氏 

 Ｕｎｄｅｒ Ｔｈｅ Ｐａｌｍｓ  



７ 

【3Ｒステージトークショー】  

  ＮＰＯ日本渚の美術協会  会長  本間 清 氏 

  京菓匠 笹谷伊織 株式会社イオリ・コーポレーション 取締役社長 田丸 みゆき 氏 

整理収納アドバイザー 永井 友子 氏  

 

【閉会挨拶】 

     北海道地方環境事務所 環境対策課長 遊佐 秀憲 

 

司会進行（トークステージ・トークセッション時コーディネーター含）  高嶋伴子氏 



８ 

MC： 皆様本日はウイングベイ小樽にお越し頂き

まして誠にありがとうございます。本日はオープニ

ングの10時から平成28年度3R推進北海道大会

テーマは「さあ、しよう！３Rを意識した生活！」という

ことで、皆様にこのイベントご参加いただいており

ます。10時からのオープンで、たくさんの体験イベ

ントに皆さんもご参加いただけました。ぜひ、会場

内のクイズラリーなどをお楽しみいただきながら、３

Rを意識した生活を今日から皆様が実践できるよ

うな楽しいワクワクするワークショップなど、ご用意

させていただきました。是非終了のお時間の夕方

5時まで、どうぞお楽しみください。それでは、この

ステージの大会主催を代表しまして環境省北海

道地方環境事務所所長徳丸久衛から皆様にご

挨拶をさせていただきます。 

德丸所長：皆さんこんにちは。私は環境省の北海

道地方環境事務所の德丸と申します。今日は、３

R推進北海道大会へ足をお止めいただきましたこ

と、心から感謝申し上げます。この３R大会ですけ

れども環境省が主催をして、経済産業省さん、農

林水産省さん、そして北海道道庁さん、小樽市さ

ん、札幌市さん、たくさんの協力をいただきまして

開催しております。また、今日いろいろブースを出

展していただいている NGO の皆様、またスタッフ

の皆様のご協力も頂いております。改めて感謝申

し上げたいと思います。環境省の大きな施策とし

て、今の日本の環境をそのまま次の世代にずっと

残していく持続可能な社会を作っているということ

がございます。この持続可能な社会をつくるため

に、もう少し噛み砕いて言えば三つの社会を作っ

ていこうということで、色々施策を行ってきてるとこ

ろです。一つは低炭素社会、CO2をあまり出さ

ない温暖化を防ぐ社会を作っていこう、二

つ目は、やはり自然の恵みをずっといただける

ように自然を大事にして、自然と共生をしていく自

然共生社会、三つ目が循環型の社会、限りある資

源をうまく何度も使って暮らしていこうという、循環

 

主催挨拶 

      環境省北海道地方環境事務所 

                  所長  德丸 久衞                       

 

        （コーディネーター：高嶋 伴子氏）  

 オープニング～主催挨拶                    

型の社会を作っていこう、低炭素社会そして自然

と共生する社会、循環型の社会、この三つの観点

から、持続可能な社会を作っていきましょうという

ことで、私どもも努力しておりますし、皆様方も一

緒に頑張って頂きたいと思っている次第です。今

日開催させていただきますこの３R大会は、そのう

ち循環型社会を形成するための啓発事業です。３

R 皆さんご存知かと思いますが、リデュース、ゴミ

を減らしていきましょう、リユース、使えるものは長く

使っていきましょう、また、自分がいらなくなっても、

誰かにあげるかそういうことして使ってみましょう。

今日は、ばくりっくコーナーがありますので、いらなく

なったものを交換しあうということも大事かと思いま

す。また、リサイクル、プラスチック、ペットボトル、も

う一度を新たな製品に作り直して行こうということ

です。この３Rにつきまして、役所の方から難しいこ

と言うのは、なかなか分かりにくいかと思いますが、

今日は午後御三方に、３Rについてもう少し面白く

やわらかくお話をしていただく予定でございます。

日曜日のお買い物の忙しい中、少しでもお時間の

許す限り、お話を聞いていただければよろしいか

な嬉しいかなと思っております。また、いろんな参

加できるコーナーも用意しておりますので、お子様

方と一緒に、色々ものづくりとか通じてですね、楽

しみながらの３Rについて知っていただければと

思っておりますので、皆さんよろしくお願いいたしま

す。主催者から一言、お願いをかねましてご挨拶

させていただきました。今日はよろしくお願い

いたします。 
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MC： ３R推進北海道大会主催者から、皆様にご

挨拶をさせて頂きました。本日のイベント、夕方の

5時まで会場内で行っております。今、ご紹介し

たこの3つのR、様々な循環型社会をまわしていく

ためにも、皆様に３つのRをよりよく知って頂いて、

生活の中でどんなふうに意識できるのかを知って

頂きたいですね。会場内でワークショップなど、ぜ

ひお楽しみくださいませ。それでは、会場内さま

ざまなイベントコーナーがございます。このイベン

トコーナーを皆様に深くPRをして頂きますね。こ

こからご紹介させて頂きましょう。昨年に続きまし

て、小樽でもお越し頂いています、ばくりっこコー

ナーの特定非営利活動法人札幌障害者活動

支援センターライフ松永クニ子さんです。お越し

下さい。  

MC：３R推進北海道大会なのですが、昨年好評

だったというふうにご案内したのですが、去年ばく

りっこコーナー大人気でしたよね。色々な方が、

家の中に色々なものを抱えていて、捨てるのは

もったいないけれども、何かと交換できるならとい

う思いの方がたくさんいるのでしょうね。そんな松

永さんなのですが、今日はどんなものをお持ち頂

いて、またどのようなコーナーなのでしょうか？改め

てご紹介頂けますか。 

松永さん：ばくりっこコーナーなのですけども、実は

私、先程長い名前でご紹介頂きました、NPO法

人ライフと省略させて頂きます。NPO法人ライフ

は、札幌市の大型ゴミのリユース家具を即売して

いる施設なのです。その中には、地区リサイクル

センターということで、たくさんの資源物の回収も

しております。イベントを年６回行っていまして、こ

のイベントの中で最初にばくりっこコーナーをした

のは、札幌消費者協会の環境研究会さんのおも

ちゃのばくりっこというのやっていまして、イベントに

参加して頂きました。その時におもちゃだけでは

なく、日用品のばくりっこコーナーが無いの？という

市民の声をもらって、環境研究会さんにご相談

し、平成２２年１０月のイベントから開催するようにな

り、今では月曜日、リユースプラザ休館日なので

すが、祝日の場合は開館していて、土、日、月の３

日間、年に大体７回ぐらいですね、開催しておりま

す。お持ちこみ頂きますものは、食器、景品で貰っ

たもの、貰ってきたのはいいのですが自分の家に

合わないものなどです。 

MC：頂き物なので、捨てる時にどうしても心が痛

みますよね。 

松永さん：誰かに使ってもらえればという事で、ばく

りっこをしています。 

MC：今日も交換できるということですものね。 

松永さん：リユースプラザでは、お一人様５点まで、

ご家族の場合は１０点以内ということにしています

が、今日は３点以内ということでお願いしていまし

て、早速、ばくりっこしてくれた方がいます。 

MC：普段、資源回収を実施されていまして、良い

ものを変えたいと思われている方もたくさんいらっ

しゃるのではないでしょうか？ 

松永さん：リユースプラザは、大型ゴミにリサイクル

希望ということでお申し込み頂きませんと、破砕車

でごちゃごちゃに崩してしまいます。リサイクル希

望ということで、コールセンターの車の手配が変わ

ります。引っ越しのようなトラックで回収致しまし

て、一旦、倉庫に入れます。そこから、リユースプラ

ザは、洗っただけでの販売になりますので、大変、

安くなります。まだまだ使えるカラーボックスが１点

200円とか、立派な箪笥でも洗っただけなので、

5,000円ぐらいということで即売をしています。 

MC：どうしても家の中で、これは使って欲しいけれ

ども、使えるものかの判断が自分で出来ないとき

はどうすれば良いですか？ 

松永さん：一応、聞いてください。駄目な場合に

は、そこから部品を取っています。例えば箪笥、折

角出してもらっても、北海道の場合、雪が降るので

出展者ＰＲ①         

特定非営利活動法人 

札幌障害者活動支援センターライフ 

                             松永 クニ子 氏   

                                   

        （コーディネーター：高嶋 伴子氏）  
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朝８時３０分までに出して頂くことになっています

から、雪をかぶってしまって、表が駄目になってし

まったものでも、引き出しに大変良い木を使って

いますので、この木を取って、冬休み、夏休みの

親子木工教室をやっているので、その材料に使

わせて頂いたりします。 

MC：全体で扱えないと思っても、一部の釘や木

でも再利用できるということなのですね、 

松永さん：そうですね、迷ったらとりあえずリサイク

ル希望ですね。 

MC：迷ったら捨てようではなく、迷ったら電話をし

て、とりあえず調べてもらうというのがいいですね 

松永さん：但し、今のお話しは札幌市のお話しな

のですが、小樽の方でも色々な取り組みをされて

いるようですので、是非、自分のお住まいのところ

でお調べになって頂ければと思います。 

リユースプラザが、どれぐらいの家具を扱っている

かをお話させて頂いてもいいですか。 

平成２１年度には販売個数が1699個、年間これ

だけ販売いたしました。平成２７年度は２３１４個、

今年度１０月で1538個ということで、大変認知度

が広がっていまして、このようなところに皆様に呼

んで頂いて、お話させてい頂けるということで認

知度が広がっています。ということは、ゴミになっ

ていないのですよね。是非、リユース 繰り返し使

うというところを上手に使ってい頂きたい。それか

ら、資源物も正しく分別して出して頂く。リユース

プラザでは、持ってきた資源物がちょっと駄目だ

なというときには、説明させて頂いています。資源

物をリサイクル、資源に戻すためには余分なもの

は入れない、汚れていないというのが基本ですの

で、そんなお話しもさせて頂いております。 

MC：自分が捨てるものがあるので、ちょっと行っ

てみようかなというだけでも楽しいかもしれません

よね。そして、今日のばくりっこコーナーなのです

がばくりっこをするだけではなくて、オセロをして

楽しんでいる子供達がいるのですが、実は今日、

名人にお越し頂いているのですよね。 

松永さん：名人は車いすの生活をしています。で

も、全国大会に行って３段ということでとっても強

いのです。 

MC：オセロって階級あるのですね。日本オセロ

連盟認定３段の岡林名人が来ていらっしゃる。 

松永さん：オセロもとっても良いゲームです。お子さ

ん達が、オセロに初めて触れ合って、岡林名人、

特に大人の男性には厳しいのですが、女性とお子

さんにはとっても優しいです。オセロの楽しさを教

えてくれます。エコなゲームですし、対戦している

のを見ているご両親達も練習して、次の時にまた

挑戦しようというコミュニケーションのツールにも

なっていると思いますので、是非、岡林名人と対

戦してみてください。 

MC：色々な戦略があるかとは思いますが、黒、白

で進めていく簡単なゲームですよね。是非楽しん

で頂きたいですね。今対戦していますが、男の子

も一生懸命考えているようですよ。是非、３段に勝

つお友達が出てきて欲しいなと思います。最後

に、松永さんご自身の３Rの実践、何かあればお願

いします。 

松永さん：私は、リユースプラザにいますので、繰り

返し使うリユース、リサイクルセンターということで、

資源物がリサイクルされるのを体感していますが、

その前のリデュース、ゴミにならないようにとか無駄

にしないように、これを日々、生活の中で感じるよ

うにしています。資源のない日本ですから、私達の

子孫のためにも、大事に一歩一歩３Ｒを進めてい

きたいなって毎日思っております。 

MC：なかなか資源がないということを実感すること

がない分、３つのＲを私たち自身が自制していかな

いといけないですよね。今日は、ばくりっこコーナー

でたくさんの方とばくりっこ、宜しくお願いします。 

NPO法人ライフの松永クニ子さんに登場頂きま

した。ありがとうございました。                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出展者ＰＲ①   
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ばくりっこコーナーのちょうどステージ向かって右

手側の端の方でお越しいただいているのが、ペッ

トボトルの自動回収機のデモ機の展示ご協力い

ただいております、協栄産業株式会社石嵜洋樹

さんです。どうぞステージにお越しください。お願

いいたします。今、ご紹介したペットボトルの自動

回収機、回収機というのが、ステージ向かいまし

てちょうど一番端の方に置いてあります。真四角

のシンプルな機械なのですけれども、今日はあめ

をもらえるのですね。                             

石嵜さん：今日は、ペットボトルをスーパーなどの

店頭で回収する機械をお持ちしました。この機械

で実際にペットボトルをつぶしていただき、ペット

ボトルリサイクルによるＣＯ²削減など環境効果に

ついてのご説明を聞いて頂き、その間あめをご用

意しましたので、楽しんで頂けたらなと思っており

ます。                       

MC：今日持ってきたいただいたペットボトルの自

動回収機なのですが、どんなものなのでしょうか

改めてご紹介お願いします。 

石嵜さん：皆様は普段お使いになっているペット

ボトルを、ラベルとキャップをはずして、中をかるく

洗って自治体の回収もしくは、スーパーの店頭に

お持ちになって、リサイクルに協力して頂いている

と思います。ペットボトルは、ご存知のように飲み

終えてしまうと、空気を運んでいるようなもので

す。そのままの姿で運ぶと非常に運送効率が悪

くなってしまいます。この機械を使って潰すことで

運送効率を高めることができ、運搬の頻度を減ら

すことでCO²排出を抑制することが出来ます。 

MC：確かに、家庭の中でペットボトルを捨てる時

も、ゴミ袋の中にペットボトルが四、五本入ってし

まうと、それだけで容量とりますもんね。これが

ぺっしゃんことになれば、さらにもっとたくさん入れ

られるのにと思っている方は多いですよね。   

石嵜さん：ラベルとキャップを外してもらい、軽く

洗ってもらうことで、実はリサイクルの効率が上が

り、品質の高いリサイクル素材が生まれます。きれ

いなボトルを集めるために、この北海道のスーパー

さんやコンビニエンスストアさんでも、こうした機械

を使ったペットボトルの回収が始まっています。ボ

トルをお持ち頂いた方には買い物に使えるポイン

トをお返しすることで、その回収活動を知っていた

だこうという動きが、全国各地に拡がっているので

す。 

MC：ペットボトルは、つぶして袋にいれてもいいか

な、なんて迷いもあるのですけれども、それをプラ

スチックとペットボトルで硬さのあるものですし、う

まくぺっしゃんこにできないですね。                           

石嵜さん：この機械の中には上手にボトルを潰せ

る工夫がしてあります。ペットボトルは、リサイクル

の優等生と言われているように、単一の素材で作

られています。瓶や缶などが混ざることが無いよ

う、機械の中に分別する機能も備えています。                 

MC：素晴らしいですね。ペットボトルが一番優秀

とおっしゃいましたけれども、ペットボトルってどんな

ものに再利用されているのですか。                       

石嵜さん：ペットボトルはこれまで卵パックや建築

資材など、色々なものに生まれ変わってきました。

最近では皆さんの分別の協力が広まったことや、

リサイクル技術の向上により、より高度なものに再

生できるようになってきています。身近なものです

と、使い終わったペットボトルから、再びペットボト

ルを作ることが出来るようになっています。同じも

のを作ることができることから、水平循環と呼ばれ

ています。リサイクルでは別の物にしか生まれ変

わらないイメージを持たれている方が多くいらっ

しゃると思いますが、こうした水平循環の実現に

よって、新たに石油を使うこと無く永続的なリサイ

クルができるようになりました。 

MC：確かに、そのようなイメージ持っている方って

多いですよね。              

出展者ＰＲ①   

 

  協栄産業株式会社 

                               石嵜 洋樹 氏                                     

   

        （コーディネーター：高嶋 伴子氏）  
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石嵜さん：そしてこちらがリサイクルの最先端に当

たる用途、プロサッカーチームのユニフォームで

す。最先端技術を結集し、高機能な繊維を編み

込んで作られたこのユニフォームに日本の使用

済みペットボトルが使われています。今年から世

界最高峰のクラブチームで採用されています。 

MC：誰もが知っているヨーロッパリーグのサッ

カーチームですよね。      

石嵜さん：リサイクルペットボトルでの採用は、協

栄産業が日本で初ですね。         

MC：憧れの選手のユニフォームになると思った

ら、ものすごくきれいに洗う子供たちが多くなると

思いますよ。夢がある機械でもあるのですね。今

日は、実際にそのペットボトルを入れていただい

て、最後にどんなふうな状態になって出てくるの

かなというところまで見せていただけるのですよ

ね。                                     

石嵜さん：実際に機械を使っていただき、その効

果を実感頂ければと思います。                                    

MC：この機械なのですが、北海道内でどんなとこ

ろに置いてあるかとか、何か現状がわかったりしま

すか。                                      

石嵜さん：北海道でも導入が始まっていて、これ

からますます皆さんの身近に広がっていきます

よ。                     

MC：このようなものが、量販店とかスーパーにあ

ると綺麗にして持っていこう、また、ポイントで何か

お得なことがあるのだから持っていこうて気持ち

になります。もっといろんな場所に、公共の場所に

設置していただいて、より何か私たちの飲み捨て

たと言い方も変ですが、それがいろんなところで

利用されるのが嬉しいですね。                  

石嵜さん：ＰＥＴボトルのリサイクルは、皆さんの協

力があって成り立っています。引き続き、ラベルと

キャップを取る、中を洗うという協力をお願いしま

す。そしてこの機械を見かけましたら、是非ボトル

をお持ちください。ＰＥＴボトルなどに生まれ変

わって、再び皆さんの手元に戻ってきますし、もし

かしたら北海道のスポーツチームのユニフォーム

にも、皆さんの飲み終えたペットボトルが使われる

ようになるかもしれません。 

 MC：どんなふうに再生されるのか、自動回収と

なっていますが、どのようにデモ機がしてくれるの

か、是非詳しい話も石嵜さんに声をかけていただ

きなから、今日お楽しみください。ありがとうござい

ます。この後の時間もよろしくお願いいたします。本

日ご協力いただいております、出展社さまのピー

アールコーナーご紹介させていただきましたので

す。NPO法人ライフの松永さんですが、ばくりっく

コーナーですね。ちょうどステージ向かって右手側

の後ろで、色んな物並んでますよね。この並んでい

るものと、ばくりっこ交換することができます。是非

皆様、今日この場所から家が近いという方、家にこ

んな不用品あったなんて方いらっしゃいましたら、

是非、家からお持ちいただいて、ばくりっこをして新

しいものをゲットして、会場内お楽しみ下さい。そし

て、今ご紹介いたしましたペットボトルの自動回収

機のデモ機、ペットボトルのリサイクル品なんです

が、とても優秀なんですね。様々なものにリサイク

ルされております。ペットボトルがどんなものにリサ

イクルされるのか、また、どんなふうに自動回収機

の中で回収されるのかと、そしてペットボトルをき

れいに出すことが、どれだけ大切かなどもパネル

でご紹介させていただいております。是非、この後

のお時間もお楽しみくださいませ。この後は、12時

30分から環境省環境カウンセラー NPO日本渚

の美術協会会長本間きよしさんをお迎えいたしま

した、ステージトークがスタートいたします。是非、

この後のお時間もお楽しみください。トークイベント

12時30分からのスタートです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

出展者ＰＲ①   
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MC：ウィングベイ小樽にお越しいただきまして誠

にありがとうございます。平成28年度3R推進北

海道大会、皆様イベントにご参加いただいており

ます。ありがとうございます。ここからの時間なので

すが、ステージ向かって右手側で、貝殻の何かを

作っていただいているコーナーでお越しいただい

ている、環境省環境カウンセラー NPO日本渚の

美術協会会長本間清さんをお迎えして、トークイ

ベントスタートさせていただきます。本間さん宜しく

お願い致します。本間さん、ステージ向かって右手

側の方で、今日、結構な子供達に何人も参加して

いただいて、今日はどういうことをしていただいて

いるんですか。                      

本間さん：ほたての貝殻、稚内の方からいただいた

のですが、ほたての貝殻と高知県の方で集めた小

さな綺麗な貝殻で、小物入れを作っています。渚

のおしゃれな小物入れということで実施していま

す。                                   

MC：色々な貝殻があって、体験をしなくてもこんな

にきれいなものが、私たちが普段歩いている海辺

に落ちているものなのだっていうのが実感ですよ

ね。                

本間さん：海を歩いていると、本当に色々なものが

落ちています。びっくりするようなものがあります。                                     

MC：びっくりするようなものがあったり、綺麗なもの

があったり、ちょっと悲しいなと思うものがあったりす

ることも、もちろんあるのですよね。今日、ゲストで

お迎えしている本間さんなのですが、環境省の環

境カウンセラーはどのようなことをしてらっしゃるの

でしょうか？                                

本間さん：たいしたことをしていないのですが、私の

場合は、海がテーマなので、海の美化啓発活動を

テーマにして活動しています。                           

MC：カウボーイハットをかぶっていると山を舞台に

  

NPO日本渚の美術協会 

                     会長  本間 清 さん                                    

   

          （コーディネーター：高嶋 伴子氏）  

 ステージトークショー ①                  

してそうですけれども、海なのですね。 

本間さん：海は日差しが強いので、必ず帽子が必

需品なのです。              

MC：ステージの後ろにこのようなマリーナが見え

るって、本間さんテンションが高くなるのではない

ですか。                                    

本間さん：本当に海が大好きなので、特にヨット、

モータークルーザー、このようなものを見ると胸が

騒ぎます。                                   

MC：環境カウンセラーとNPO日本渚の美術協

会、素敵なお名前なんですが、これはどのような団

体なのでしょうか。                                 

本間さん：２０００年に東京都の方からNPO法人と

して認定をうけました。海の環境を美化するため

に、啓発活動をしていこうと。海へ行ってゴミを拾っ

て、ゴミはゴミ屋さんに持っていってもらって、ゴミ

以外の工作になりそうなものを集めて、工作の材

料として持って帰って、これを工作をして作り方を

教えます。                           

MC：これがゴミからできた、ゴミという言葉を出す

のも申し訳ないぐらいの素晴らしいものが、並んで

います。                                   

本間さん：僕らは、ゴミといわずこのようなアート材

料は、海からの贈り物と思って活動しています。                 

MC：渚の美術協会という名前もおしゃれですけど

ね。                    

本間さん：渚の美術というのを、英語に勝手に訳し

ました。海から生まれたアート、ということでシー

ボーンアート、ジャパンシーボーンアートアソシエー

ション、格好いいでしょう。 

MC：色々な活動とかしていく時に、格好良さは大

事ですよね。              
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本間さん：そうですね。シーボーンアートを是非、

ネットで検索してください。北海道はまだ今回二

回目ですね。                                  

MC：本間さんご自身なのですが、NPO渚の美

術協会を設立されて、本間さん自身が海を好き

になったきっかけとか、このような活動をしようと

思ったきっかけはあるのですか？     

本間さん：私は、子供のころから海が好きで、海に

行ってはものを拾うのが好きだったので、ものを

拾っていましたが、ただ集めているだけではつま

らないということで、それを工作にしました。それを

テーマにして活動していると、ゴミを拾うのが宝さ

がしに変わるのですね。つらかった清掃が楽しく

なる。                             

MC：今、この団体を設立されているきっかけは、

海が好きという思いで・・・それでゴミを拾ってい

たのが宝さがしに代わり新しいものを見つける。

本間さんが一番始めに拾ってきた海の贈り物は

どのようなものですか？                          

本間さん：高校のころに海でキャンプをしていまし

て、その頃がゴミを捨てていました。コカ・コーラ

が出始めでそれを海に捨てると、綺麗に岩によっ

ては割れるのですね。そんなことをしていました。

ただ、キャンプの時に可愛らしい女の子が三人い

たのですね。それを拾ったら女房になりました。海

からの贈り物です。                      

MC：そのようなきっかけはあるのでしょうね。誰か

が褒めてくれた、ちょっとそのようなきっかけで好

きになってくれたという。                          

本間さん：海には、色々なものが落ちているのか

なと、恋も落ちていました。         

MC：いろんなちょっと自分がいいかなと思った活

動も、若い方っていい事ってわかっていても、気恥

ずかしさとか恥ずかしさがあって、ちょっと手が伸

びないっていうことあると思うのですよね。                                       

本間さん：僕らが活動を始めた二十年ぐらい前

は、ゴミを拾っていると、なに恰好つけているのだ

と意外と白い目で見られて、でも最近は、拾って

いるとゴミ袋の中に入れてくれます。美化の意識

も随分変わってきたなと思いますね。                     

MC：それこそ、ここ十年、二十年ぐらいで確かに

私も今思い浮かべてみると、昔ゴミを拾っている

方はあまりいなくて、今は海でも街でも、そういうこ

とを自主的に活動したり町内の活動としてゴミ袋を

持って、今日は拾おうという日があったりですとか、

当たり前になってきていますよね。                           

本間さん：本当に、時代は変わってきていますよね。

ただ海はですね、まだまだどこへ行ってもゴミだら

けなのですね。これ最近の写真なのですが、沖縄の

方の伊良部島というところの海岸です。                       

MC：綺麗なイカ釣りのガラスの玉が上がっているの

かなと思うのですけども、よく見たら違いますね。 

                                         

本間さん：海がものすごく青くて、砂が白くて、まさに

海岸全体がアートという感じなのに、ゴミだらけです

よね。                                    

MC：このコントラストって、砂浜にゴミがなければ

もっと綺麗なものになりますよね。     

本間さん：これは新潟県の方ですね。新潟県の柏

崎市の海岸で、これもですね、本当に台風の後って

いうのは、海の中に隠れているゴミが全部上がって

くるのですね。           

MC：台風だから出てくるってわけじゃなくても、普段

から海にゴミを捨てなければ、台風で海が荒れても

こういったことにはならないですよね。                         

本間さん：海の中に沈んだままじっとしています。こ

れは、沖縄の与那国という島ですね。これも海、青く

て砂白いでしょう。                              

MC：沖縄の海って青い海、白い砂浜以外のものが

ないように感じるのですが、沖縄でもゴミが砂浜に

上がっているのですね。                           

本間さん：日本の近海って偏西風、西からの風があ

ります。大陸から、朝鮮半島とか中国大陸の方でゴ

ミを捨てると、偏西風に乗って日本にくるのです。こ

の中を見ると、ハングル文字とか読めない文字が

いっぱいあります。逆に、日本のゴミは、日本海を

渡って大陸に行かないのですね。                           

MC：環境をきれいにしよう、ゴミを少なくしようと単

純にいっていますけれども、これ当たり前なのです

が、日本だけではなくて全世界的に広がると、これ

は素晴らしいことになりますよね。 

本間さん：これは、神奈川県の逗子の海岸なのです

けど、これ川の様になっています。       

MC：綺麗に並べた何かかなと思うのですけど。 

本間さん：これは発泡スチロールですね。漁師さん

ステージトークショー ①   
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 ステージトークショー ①                   

なんかが魚を入れる発泡スチロールの箱、それが

砕けるのですね。一つ発泡スチロールの箱が砕け

ると、何万、何十万個に分かれます。細かくなって

それが海に漂っています。これはギルバート諸島、

太平洋の真ん中にやはりゴミが集まります。これを

鳥が餌と間違えて食べてしまい、これ鳥の死骸な

のですが、鳥のおなかの中、ちょっと見て。                                

MC：すごいですね、色々な機械ですとか、灯油を

入れる蓋とか出てきていますよね。       

本間さん：ペットボトルの蓋とかライターとか、これ

間違えてみんな鳥が餌と思って食べてしまうので

すね。これさっき言ったように、南の島にはアホウド

リが産卵しています。子供にお母さんが、口移しで

ゴミをあげちゃうのですね。それと、魚網にひっか

かっちゃった亀さん、亀さんも目が悪いので、浮い

ているものをなんでも食べます。例えば、亀さんは、

ビニール袋がぷかぷか浮いていたとします。それ

食べちゃうのですよ。何故かと言うと、亀さんの大

好物、クラゲなのです。ビニール袋がぷかぷか浮

いていると、勘違いして食べちゃいます。そして、お

なかを壊して死んでしまう。浮力が体内に発生し

てしまうので、もぐることが出来なくなる。漁網なん

かに絡まって死んでしまう。これは、あしかが針金

にからまってしまって、そのまま大きくなっちゃったと

いうことで、全て地球上に住んでいる私達の仲間

が、私達、人類が捨てたゴミで大変なダメージを

受けています。                               

MC：そのダメージって、なかなか感じることができ

ないというか、身近にあるようでダメージってなかな

か感じられないですよね。例えば、私達の家の近く

にある公園の砂場で考えると、大変なことですね。                                                   

本間さん：近くの公園の砂場、誰かが掃除していま

すよね。                                   

MC：掃除する人がいるということは、ゴミがあると

いうことですよね。            

本間さん：東京の千代田区というところでは、タバ

コのポイ捨て禁止条例ができています。タバコを

吸って、昔はポンと捨てていましたね。今、ポイ捨

てが見つかると二千円取られます。     

MC：札幌市の中でもそのような条例ありますね。                                 

本間さん：全国でタバコのポイ捨て条例が出来て

きています。それを例えば、川に行って海に流れて

行って、海の生物達が間違えて食べてしまう、小さ

くなったマイクロチップになったような小さなゴミ

は、小さな魚も食べます。小さな魚が食べる、中くら

いの魚がそれを食べる、それを大きな魚が食べ

る、循環していくと、最終的に大きな魚を人間が

食べているのですから、我々の体内に帰ってくる、

怖い話ですね。                                         

MC：循環で悪いものを取り入れた時に調子が悪

くなり、そこで感じるのではなくて、捨てる以前の

部分で、私たちが感じて活動またアクションを起

こしていかないと何もならないですものね。本間さ

んには、こう言った現状を伝えて言っている団体

の皆さんではあるのですけれども、いや大変だよ

ね、ゴミ拾わなきゃね、なんて言うような話だけで

はなくて、楽しさを伝えることの方が、本間さんは

得意なのかもしれないですね。      

本間さん：誰が捨てたかわからないゴミを拾って

いても、つまらないじゃないですか。      

MC：本間さんが行っている活動は、ホームペー

ジを拝見したら、これがゴミなのという芸術品が、

素晴らしい作品でびっくりしました。                          

本間さん：海にはアートの素材として、大きく分け

ると貝殻とシーグラス、海に落ちているガラスで

すね。人間が捨てた瓶とか、海で夕日に向かって

バカヤローとか言って捨てるじゃないですか。そう

すると、海が怒って波で割って粉々にしてくれる

のですね。そして、宝石のようにしてくれます。こ

れは海から生まれた シーグラスと呼んでいます。           

MC：贈り物という言葉がぴったりですよね。綺麗

なシーグラス、人気があって海辺にないのですっ

てね。                                     

本間さん：湘南海岸では、昔はいっぱいシーグラ

スがあったのですが、今、なくなっちゃいましたね。               

MC：今の言葉でいえばストレートになりますが、こ

れはお金になるってことですよね。ゴミで揚がって

きた物がお金になるってすごいですよね。                     

本間さん：その前に、２００２年にFNSのフジテレビ

系の番組で２７時間テレビというのがありまして、

その時に湘南海岸で、一万人集めてゴミ拾いを

やろうといってシーグラスを集めたのです。八千

人ぐらいしか集まらなかったのですか、集めたシー

グラスで、逗子というところがあって、逗子マリー

ナという川端康成先生が亡くなったマンションが

ある逗子マリーナに全部、湘南海岸のガラスを集

めて、三メートルぐらいのガラスの灯台を作ったの

です。     

MC：今でもあるのですか。                                 

本間さん：今はゴミとして処理しました。全国を旅

しましたけどね、そのガラスの灯台。     
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MC：これが八千人集めたシーグラスで、すごく素

晴らしいものができたのでしょうね。   

本間さん：シーグラスというのが、海に落ちている

のだということを、この時、皆さんが知ってくれたの

です。シーグラス面白い、拾おうとなって拾い始め

ています。今度、シーグラスをお金に換えようと。

ビーチマネーということで、ビーチマネーとして今

流通しています。シーグラスを持って、例えば、鎌

倉とか茅ヶ崎の辺の喫茶店へ持って行くと、何個

か持っていくと、コーヒー無料です。                                               

MC：そうなのですね。コーヒーが無料だったら、

シーグラスがなかなか湘南の海にないというのが

わかる気がします。                                     

本間さん：不心得者がいまして、シーグラスを養

殖しているやつがいます。これは悪い話です。 

MC：シーグラスがあって、貝殻、流木などもそう

ですが、シーグラスをボンドでくっつけて。    

本間さん：セメダインという接着剤で、くっつけな

がら点灯するとこんな感じです。      

MC：綺麗なやわらかい光ですね。玄関などに置

いておくと夜とかもいいですね。       

本間さん：これは誰でも3時間ぐらいでできます。                                      

MC：貝殻も中にあかりを入れるとよさそうですよ

ね。                                   

本間さん：これは、愛媛県の方で養殖している桧

扇貝という貝です。                           

MC：これは貝自身の色？                                                 

本間さん：自然の色なのです。大きくなると、ほた

てと同じようになって、ほたてより味が濃いです。

日持ちが悪いので、関東ぐらいまでしかきませ

ん。これも、食べた後はゴミでしょ。そのゴミを僕ら

はもらって、アートにしています。                                           

MC：こんな色とりどりのものがあるのだということも

私知りました。            

本間さん：貝殻、色がついていても、中をあけると

同じ色なのです。後、これは先月、稚内のイベント

で稚内の海岸を歩いていたら、いっぱい落っこち

ていたほたての赤ちゃんです。     

MC：本間さんは、北海道でイベントされるというこ

とが二回目ということで、一回目が稚内、稚内に

何のイベントで行かれたのですか？                                     

本間さん：子供の体験学習みたいな、子供が

色々な職業体験をする 。                            

MC：そして、稚内の海岸にいったら、ほたての子

供が落ちていた。                          

本間さん：ほたての死骸はチョークにもなるのです

けれども。                               

MC：そうなのですよね。ダストレスチョークと言っ

て、チョークにもなるのですよね。     

本間さん：僕らは、チョークなどできないので、これ

をアートにして、明かりをいれるとこんな感じになり

ます。                                               

MC：これも、すごくかわいらしい。柔らかい、いいで

すね。ちなみに、中に入っているのはシーグラス？                

本間さん：白いシーグラスですね。でも、これだけ

だとつまらないので・・・地味かな。    

MC：今、太陽が出てきたので、皆さんもしかした

らこの後、イベントをご覧になって海辺を歩くって

方も出てくるかもしれないですね。今ちょっと海は

いけないですけども、銭函とか朝里の方に行っ

て、ちょっと海の方歩いてみようかなと思う方もい

るのではないでしょうか。    

本間さん：海に行ったら、何か拾ってみてください。

これは、ライトの電球を変えるとこんな感じで・・・

こんなこともできます。                                   

MC：これを見ると、家でもてきそうな感じがしま

すね。                               

本間さん：出来ます。でも、作り方は教えません。

渚の教室が、全国に二十か所ぐらいあります。沖

縄から本土では福島ぐらい、北海道には教室が

ないのですけど、その教室で作り方をお教えして

います。                                                

ＭＣ：今、手にしているのが流木なのですが、本当

に流木って、どこにでもありますよね。海じゃなくて

も、キャンプで山に行ったらありますしね。                      

ステージトークショー ①   
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 ステージトークショー ①                     

本間さん：流木も作り方によっては、色々な作り方

があるのですが、一番簡単なやじろべえ。   

ＭＣ：やじろべえの支点になっているところも貝なの

ですね。              

本間さん：こんなのは簡単に作れますので、お子様

の工作にお母さんが力を与えてあげれば。  

ＭＣ：本間さん、よく見たら貝が亀になっているので

すよね。可愛らしいですよね。本間さんが今開催し

ていただいている貝殻アートのところにも置いてあり

ますので、ここでヒントを得ていただいて、家でどん

な風に作ってみようかなっていうのを考えるのも楽

しいのかもしれないですね。貝殻と流木とシーグラ

スと後、その他にも海の材料ってありますものね。      

本間さん：後ですね、僕らが注目しているのが、海

のゴミではないのですが、海藻というのがあります。

一般的には昆布とかわかめとかひじきとか。                               

ＭＣ：標本のように並べると、こんなに色がいっぱい

あるのですね海藻。               

本間さん：海藻は陸上の植物と同じように、海の中

で光合成をしています。炭酸同化作用、昔習いま

したよね。水中にあるCO2を吸って、酸素を排出し

ています。陸上の植物も同じように、大気中のCO2

を吸って酸素を出している。人間は、その酸素をい

ただいて生きています。海の中も同じように、光合

成をしています。海が汚れると海藻が育ちません。

育たないといろんなこと困りますよね。だから海を綺

麗にしようよということにつながってきます。     

ＭＣ：私達の体の中に最終的に入ってくるものとい

うことですよね。             

本間さん：日本近海には千五百種類ぐらいの海藻 

があります。                               

ＭＣ：でも海藻アートって、こんなことも出来るので

すね。すごくかわいらしい。これこそ芸術品ですね。

これは本間さんが作られたのですか？                               

本間さん：それは海で拾った奥さんが作りました。こ

れは江戸むらさきじゃない江戸前の海苔、浅草海

苔の原料などの海藻で作られています。                                 

ＭＣ：先ほどの海藻アートの方もとみこって書いてあ

りますが、かなり海藻アートをされている方なのです

か。                                                  

本間さん：はい、うまいですね彼女は。 

                                        

ＭＣ：本間さん、色々な活動をされているのですが、

今日持っていらしたほたてが稚内のほたてで、小さ

な貝殻が高知の貝殻、北海道は稚内と札幌でイ

ベントをされていますが、本間さん自身の北海道の

環境のイメージ、何かありますか。                             

本間さん：太平洋に面している方とオホーツク海、

日本海に面しているところでは、ゴミの種類が違い

ますね。オホーツク海とか日本海、石狩湾もそうで

すが、大陸からの読みなれない文字のペットボトル

なんかが来ています。太平洋側は、まだ行っていな

いのですが、あるとすれば私たちが捨てたゴミだと

思います。ただ、北海道の海は比較的綺麗な気が

します。昨日もちょっと電車に乗ってきたときに、海

岸線見たらあまりゴミがないなと、嬉しいことなので

すけど、私にとっては何か寂しいな。                           

ＭＣ：何かを拾いたいと思ってしまうのかもしれませ

ん。本州に暮らしている方からすると、北海道のき

れいな空気、綺麗な海、綺麗な街っていうのを楽し

みにしてくる方が多いじゃないですか。そんな街に

ゴミがあったりすると、ちょっとなんか残念だなという

気持ちになるのではないかと思います。それは、北

海道に住んでいる私達が、本間さんみたいに北海

道に来る方を迎えることとして、ちょっと心がけてい

かないといけないと思いました。      

本間さん：本当に、昨日も小樽の街を夜に歩いてい

まして、煙草も落ちていないし、ゴミも落ちていな

い。本当に小樽、綺麗な街ですね。 

                                            

ＭＣ：小樽のおいしい海産物も召し上がったと思い

ますが、おいしい海産物をいつでも食べれるように

と考えると、ゴミを捨てずに、もしゴミがあってもそ

れをリサイクルするか、このような素晴らしいアート

にしていくというのが楽しみの一つでもありますね。

今日の貝殻アートのご紹介改めてお願いします。                

本間さん：材料、今日五十セットだけ持ってきてい

ます。半分ぐらい無くなりましたけれども、材料があ

る限りやっていますので、大人のお姉さん、お母さ

んでもオーケーにしますので、是非、遊びに来てく

ださい。                                             

ＭＣ：今日は、たくさんの子供達にご参加いただい

ております。稚内のほたてに高知で拾った貝殻をつ

けた小物入れを作ることが出来ますので、皆様是

非、この後のお時間もご参加くださいませ。本日

は、環境省の環境カウンセラーで、NPO日本渚の

美術協会会長、素敵なお名前の団体の本間清さ

んをお迎えいたしました。ありがとうございました。

今、ステージでご紹介したさまざまな作品ですとか

海藻アートは、テーブルの方でご紹介頂きますの

で、よろしくお願いいたします。さあ、皆様、貝殻の
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小物入れ作ってみませんか。今日は、先着五十

名様にご用意しておりまして、あと半分ぐらい、二

十五名ほどが参加できるということなのですね。

会場のお子様も是非、今本間さんがそちらに戻り

ますので、ぜひご参加いただければいかがでしょ

うか。ボンドと貝殻でできる、簡単に皆さんが参加

できる小物入れとなっております。 

改めまして皆様、本日は3R推進北海道大会に

お越し頂きまして、誠にありがとうございます。皆

さん、会場内クイズラリー楽しんでいらっしゃいま

すでしょうか。会場内では、アンケートに答えてい

ただいて、そのアンケートと六つのクイズラリーに

答えていただきまして、皆様に参加いただいてお

ります。皆様、この後は1時30分ステージ開始と

なりますが、それまでの時間、会場内で様々なア

トラクション、ワークショップにご参加ください。今

ご紹介いたしました、貝殻の小物入れ作ってみま

せんか。残りあと二十五名程となりました。そし

て、カプセルでオーナメント、カプセルでガチャ楽

器などは、アンケートにお答えいただいてガチャ

ガチャに参加いただきます。ガチャガチャのガ

チャで作っていただく、オーナメントと楽器なので

すね。そして、ばくりっこコーナーでは、皆さん日用

品で何かいらないものありませんか。みなさんのい

らないものを素敵なものと交換できるばくりっこ

コーナーがございます。そして、印刷物ライフサイ

クルすごろくでは、本を印刷する方法をなるべく

CO2を出さずにゴールできるかどうかチャレンジ

していただくすごろくとなります。二つのRの事も

学ぶことができる巨大すごろくです。是非、ご参

加ください。またペットボトルの自動回収機のデ

モ機、皆様に体験していただいております。ペット

ボトルがどんなふうに自動回収機で回収される

のか、どうぞご覧ください。体験していただいた方

には、飴をプレゼントさせて頂いております。この

後の時間も会場内、どうぞご覧ください。3Rの推

進のイベントです。３つのRどんなRなのでしょう

か？私たちの生活に密接な関係があるRです。是

非、会場内でそのRを楽しく学んでお楽しみくだ

さい。この後、二組目のステージアトラクション、ア

ンダーザパームスの二人をお迎えしたライブ演

奏が1時30分からスタートいたします。 

 

ステージトークショー ①  



１９ 

 

MC:ありがとうございました。アンダーザパームス

のお二人でした。よろしくお願いいたします。 小

樽出身のお二人なのですが、小樽のこのステー

ジに立つのは？ 

アンダー：初めてですね。初めてこのような開け

たホールでやったのですけれども、音もよくてす

ごく気持ちいい空間でした。                                     

アンダー２：緊張しました。                            

MC: 今日は、音楽と関係があると言っていいで

しょうか。3Rというイベントなのですけど、3つのR、

日常の中で何か節約したり使い回し、リサイクル

でできるようなもの、心がけている事って何かあり

ますか。                                

アンダー２：とりあえず、家具とかを捨てないでゴ

ミをださないで、リサイクルショップなどに売りに行

く、または、再利用しています。                             

アンダー：父が、ゲームがすごく好きなのですけ

れど、いらないファミコンソフトなど捨てるのがもっ

たいないからお前がやれと・・・                       

MC：そんな楽しみ方があるのですね。ちなみに

最近やっていたソフトは何ですか。       

アンダー：マッピーですね。                              

MC：それは、お父さん世代からすると、なつかし

いと盛り上がるものなのですね。３つのRということ

で、ゴミを出してしまうのは仕方がないので。で

も、出したものをリサイクルして、循環させていこう

ということなのですが、何かこのイベントでちょっと

心がけていこうかなということありますか？                                   

アンダー２：ゴミを出さないように、なんでも再利

用。                   

アンダー：結構、仕事柄、いらなくなった電卓とか

紙とかがたくさんあるのですけれど、とりあえず捨

てないで家に持って帰って、何かに使うようにして

います。パソコンのマウスなども全部、そうです。                                 

ＭＣ：そのようなものでも資源、リサイクルセンター、

ご案内も今日していますので、是非、ばくりっこコー

ナーなど詳しくご覧になってみてください。やさしい

音色を聞かせていただきましたUｎｄｅｒＴｈｅＰａｌｍ

ｓのお二人ですが、どうぞ、大きな拍手でお送りくだ

さい。普段ギターの音色を皆様に聞かせているお

二人なのですが、３R日頃からちょっと気をつけるこ

とで何かが違ってきますよね。頂いたものを自分で

大切に使う、お父さん、お母さんが使っていたものを

自分の手でも使っていこう、そんな思いが込められ

ているとも思います。ありがとうございました。このあ

と、ステージトークショー二回目、準備ができました

らスタートさせていただきます。皆様、平成28年度

３R推進北海道大会、楽しんでいらっしゃいますで

しょうか。会場内では、ガチャガチャのガチャを使っ

たオーナメントや楽器、また、すごろく、そして、会場

内では貝の小物づくりなど、様々なアトラクションが

あります。実は、このアトラクション全て、三つのR、３

Rにつながるアトラクションとなっているのですね。ど

んなものにつながっているのでしょうか。会場内、ク

イズラリーなどをお楽しみいただきながら、アンケー

トにもご参加ください。それでは、準備が出来次

第、二回目の３Rのステージトークショースタート致

します。  

 

Ｕｎｄｅｒ Ｔｈｅ Ｐａｌｍｓ   

     

         

（コーディネーター：高嶋 伴子氏）                             

ステージアトラクション② 
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MC：皆様、本日はウィングベイ小樽にお越しいた

だきまして、誠にありがとうございます。そして、平

成28年度３R推進北海道大会にようこそお越し

いただきまして、ありがとうございます。会場内の

様々なワークショップへも、すでに真剣に参加し

ている大人の方も子供の方もたくさんいらっしゃる

のですが、是非、お耳だけでも貸していただきま

して、ここからのステージ、お楽しみくださいませ。

素敵な着物の女性をお迎えしておりますが、ま

ず、ご紹介させて頂きます、京菓匠笹屋伊織十

代目女将でいらっしゃいます、また京都観光おも

てなし大使でもいらっしゃいます、そして、一般社

団法人自然環境文化推進機構の理事でいらっ

しゃいます、田丸みゆきさんをお迎えいたしまし

た。本日は、どうぞよろしくお願いいたします。お

話しさせて頂きます。今、田丸さんをご紹介する

ときに、三つご紹介させていただきました。まず、

何からご案内した方がよろしいでしょうか？京菓

匠笹屋伊織十代目からお話しましょうか。お菓子

のお店なのですよね。                                

田丸さん：京都で和菓子屋を営んでいるのです

けれども、今年で創業がちょうど三百年になりまし

た。                                      

MC：その十代目の女将ということなのですね。ど

のようなものを取り扱っていますか。  

田丸さん：皆様方が普段、和菓子だなと思う最

中とか羊羹とか饅頭とか、それがほとんどなので

すが、うちの場合は月に三日間だけしか売らない

「どら焼」がありまして、弘法大師さんの命日が毎

月２１日なのですけれども、それにあわせて三日

間作っているという特別なお菓子がございます。                                     

MC：札幌でもお菓子を買うことが出来ますか。                       

田丸さん：私共は、北海道とのご縁は十五年前

ですね。札幌駅に大丸百貨店さんが出来ました

時に、私共も一緒にこちらに出店させていただき

ましたので、北海道とのお付き合いは十五年近く

になります。                                   

MC：では、大丸札幌店の方に行けば笹屋伊織さ

んの和菓子は買うことができる。         

田丸さん：是非、来てください皆様。                           

MC：それがきっかけで、北海道とお店の関わりが

あるということですね。では、田丸さんご自身はこの

イベントの関わりというのは、また、ご紹介した二つ

の肩書になってくることですよね 。 

田丸さん：今回のこの３Rのイベントに関しましては、

自然環境文化推進機構の方の理事を務めており

ますので、こちらの関係で来させていただきました。               

MC：一見、和菓子のお店をなさっている女将が3 

Rの環境のイベントでお話しすると言うと、関係性

があるのかなと思うのですが、どんなところで繋がっ

ていくのでしょうか。        

田丸さん：京都人はケチやと聞いたこと、イメージ的

にもありますよね。ケチともったいないというのは、違

うのですよね。京都人のよく言うケチというのは、始

末をするということです。この言葉がよその人には

なじみが無いのですけど、始末するというと刑事ド

ラマなどでは怖い言葉で使われていますが、 節約

をして、無駄をしないっていうことなのですね。あの

人は始末屋さんやからって言うと、それは褒め言葉

なのですね。あそこの奥さんは、よう始末しはるとい

うと、気立てがいいというか、そのような意味なので

すが、京都は始末をするという土地柄がそうで、食

べ物をとても大切にします。聞き覚えがあるかもし

れませんけど、お芋にも「さん」をつけるのですよね。

おいもさんとかおまめさんとか、食べ物に「さん」をつ

ける。おばんざいって京都で聞きますけれども、ば

んというのはデイリーな普段使いのお茶のことを番

茶と言うのですけど、おばんざいっていうのも贅沢

じゃなくってあの家庭用のおかずのことをおばんざ

いっていうのですね。                           

MC：おばんざいは京都の言葉なのですね。                    

田丸さん：知りませんでした？おばんざいという言葉

  京菓匠 笹屋伊織 
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は全国区になってきているのですが、おばんざいと

は京都の家庭料理のことなのですね。私共は、創

業三百年なので、古くからお店をやっていますから、

丁稚さんとかが昔はいはりまして、住み込みで働く

若い人達のことなのですが、その方たちのお食事も

お世話していたのですが、その時にあのおばんざ

いのバンっていうのは、先程も申し上げましたように

普段使いのっていう意味もあるのですけども、もう

一つは順番にという意味もありまして、毎日毎日決

まっているのですね。一日はこれ食べる、二日はこ

れ食べる、献立がずっと決まっています。そうします

と無駄がないのですね。これを使う予定というのが

決まっていますから、食材に無駄がなくなる。なの

で、京都というところは、食材に対しては無駄にしな

いところではないかなと思います。 

MC：私達が普段、居酒屋さんなどでおばんざい多

く取り揃えていますというのを見ているのですが、お

ばんざいは色々な意味が込められているのです

ね。                        

田丸さん：おばんざいを、お金を出して食べるという

感覚は、私たちのもっと上の世代には、びっくりしは

るようなことやと思います。                                     

MC：京都の方が意識をしている後始末をするとい

う感覚なのですが、お店をやってらっしゃる感覚も

始末をしなければならないというのもついてまわる

ものですか？          

田丸さん：そうですね。私共は、お菓子という食べ

物を扱っていますので、余計に残してはいけない、

売れ残してはいけない、売れ残ってしまいますと全

部破棄になってしまいますので、なるべく売れ残ら

ないように考えて数を作って、売り切るように売ると

いう事をしていかないと、本当にそこら辺も大雑把

にしますと、どんどん廃棄のお菓子が出ちゃいます

しね。お菓子といいますのは、ほとんどが植物性な

のですね。特に和菓子。洋菓子は、卵とかバター

とか使いますけれども、和菓子はほとんど植物性

ですので。                       

MC：それが和と洋のお菓子の違いなのですね。 

田丸さん：原材料の違いは、そこが大きく違います

ね。農耕民族である日本人が、汗水流して作りま

したそういった小豆ですとかお米ですとか、手間

暇かけて農家の方々が作ったものを無駄にはし

たくないって思いは強くありますね。                          

MC：お店で始末をするという心がけの中で、田丸

さんが女将だけではなく、また、違ったおもてなし

観光大使や環境の理事をやられているのは、その

ようなことに向けて活動され始めたきっかけは何

かあるのですか？                                         

田丸さん：きっかけは、食べ物の大切さですとか、

お菓子ってとっても意味がこもっているのですよ

ね。あの先ほど、和菓子と洋菓子の大きな違いは

材料だというふうに申し上げましたけれども、もっ

と違うところは洋菓子にはあまり意味が込められ

てないのだけれども、和菓子にはとても意味が込

められていることを伝えたかったんですね。                    

MC：和菓子を見るだけで四季を感じられるとか

ありますし。                            

田丸さん：お誕生日にお家でお菓子を買って帰ら

れるとしましたら、どんなお菓子を買って帰られま

すか。私が和菓子屋だからといって遠慮しなくて

も結構ですよ。    

MC：私は生クリームが得意ではないので、チーズ

ケーキを買って帰りますね。           

田丸さん：ケーキを買って帰られますよね。たぶ

ん、会場の方々も小さいお子様などおられました

ら、当然、ケーキを買って帰りはると思うのですが、

じゃあ、誕生日にケーキを食べる意味は知ってい

ますか。                                              

MC：ろうそくを吹き消す意味はわかるのですけ

ど、ケーキを食べる意味はわからないです。     

田丸さん：クリスマスイブの時には、どのようなお菓

子を買って帰られますか。         

MC：チョコレート、そしてクリスマスケーキですね。               

田丸さん：クリスマスの時は、ケーキを買ってお家

に帰られると思うのですが、ケーキを食べる意味

はご存知ですか。                                        
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MC：お祝いですかね。                                               

田丸さん：それは、ケーキでないと駄目なのですか

ね。でも皆様、ほとんどの方がケーキを買って帰ら

れる。ケーキを食べる意味は残念ながらないので

すね。お誕生日にケーキを食べたら、その人がどの

ようになるとか、例えば、クリスマスに家族でケーキ

を食べたら、その家族はどういう家族になるかという

のはないのですね。洋菓子は、あまり意味があって

食べるわけではないです。では、和菓子なのです

が、5月5日のこどもの日に食べるお菓子は何かご

存じですか？ 

MC：柏餅         

田丸さん：そうです。柏餅は柏の葉っぱに包まれて

いるから柏餅というのですが、あれにはとっても意味

がありますね。柏の葉っぱで包んでいるのですけれ

ども、なぜ、柏の葉っぱで包んだおもち5月5日に食

べるかと言いましたら、柏餅は江戸時代から作られ

ているお菓子なのです。江戸時代に武士のお家の

お庭には、必ず柏の木を植えていたのですね。何

故かというと、柏の葉っぱと言うのは、次の新しい赤

ちゃんの葉っぱが出てくるまで、古い葉っぱが落ち

ないので、次の新しい新芽が出てくるまで古い葉っ

ぱが見守って落ちない、その姿が、子供の成長を

無事に見届けてからでしか死ねない親の気持ちを

表しているのですね。それが、柏の木に宿っている

とか。あと、江戸時代の武士の家のお子さんたち

は、戦が始まりますとみんな戦に入ってしまいます

ので、何とか生きて帰ってきてほしいということで、

柏の木はたえず葉っぱという命が宿っていますか

ら、命が途絶えない木というふうに縁起を担いでい

たわけなのですね。5月5日に青々とした新緑の柏

の葉っぱでお米、お米は日本人にとりまして命なの

です。白い神聖なるおもちを柏の葉っぱで包み、そ

れを家族で食べて家の繁栄と、それから、そのうち

の子供の成長を祈りながら食べたお菓子なのです

ね。和菓子っていうのは、とってもその日本人の家

族を思う気持ちですとか、家を大切にする思い、食

べ物、白い神聖なおもち、柏の葉っぱ、ものを敬う

気持ちがとっても込められている祈りのあるお菓子

なのですね。 

MC：確かに、子供の日、端午の節句だけではなく

て、日本は暦こよみで必ず何かがあって、それにつ

いて和菓子が浮かびますよね。                                      

田丸さん：私が京都観光おもてなし大使として広

げていきたいところは、そのようなところです。                                               

四季で色々なことを学べる、日本人が大切に守っ

てきたものが見ていただくことができるのじゃない

かなあと思います。                                       

MC：田丸さん自身が、伝えたいことの一番大きい

ことは何でしょうか？           

田丸さん：今回のこのイベントに関しては、リサイク

ル、リユース、リデュースもありますが、私の場合

は、食べ物を大切にするのにあたって、私は母親

でもありますので、今日もたくさんお子様連れのお

母様方がいらっしゃいますし、お母様方に子育て

をしてどういうふうに自分たちのお子さんを育て

て、食べ物を大切にする心を伝えていくというと、

私たちが小さい時みたいに、お米の中には千人の

神様がいてとか米粒は残しちゃいけないよとか、

だんだん教えてくれる人がいなくなりましたよね。

今はどちらがというと、炭水化物ダイエットなど、お

米食べちゃ駄目とかありますし、その時代時代に

合わせた食べ物を大切に扱う教え方ってあると

思うんですけど、私が子供に教えてきましたこと

は、まずはバイキング。今、バイキングははやりで

すよね。 

MC：人気のところは、行列などできていますよね。 

田丸さん：バイキングは、ついついたくさん取ってし

まいますね。                            

MC：特に最初の一皿目は、おなかがすいていま

すから大変なことになります。        

田丸さん：子供さんは、からあげばかりとか、ウイン

ナーばかりとか、好きなものをてんこもりに持ってき

て野菜は食べない。女性の方でも、ぱーっと取っ

ちゃって、後からあれも食べたい、しかし、最後には

お皿にたくさん残すとか、お皿にものを残して平気

な女性は、私は美しくないと思うのですね。子供さ

ん達も、やっぱり自分のお母さんが食べ物をお皿

にいっぱい取ってきて、それを残して食べないっ

ていうのを見せてはいけないと思うので、バイキン

グは一番その子供に対する食事の勉強する良い

場だと思うのですね。バイキングの会場に行きま

したら、まず、ほとんどの方がトレーを持って順番に

とって行くのですけれども。           

MC：確かに列に並んでしまいます。                          

田丸さん：列に並ぶ前に、どんなお料理が出てい

るのかということを一通り全部見て、自分のその中

で食べたいものを決めるわけですね。これとこれと

これは絶対食べたい、それで初めて列に並ぶ。な

ので、お子様つれている方はお子さんと一緒に、

まずバイキングの会場を全部一通り見て歩いて、

何が食べたいのかを、これは、お肉ばかりだとダメ

だからこの野菜も食べてみようねなど、お話をして
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から並ぶのですね。その時決めたものを取る。見て

いると欲しくなっちゃうものがあったら、今度このお皿

を全部食べてしまってから、取りに行こうねという約

束をして回りますと、割りとバランスよく取れます。

それが、最初から何も見ないで並んでしまいます

と、順番に一個ずつ取ってしまうということに。 

MC：バイキングを楽しんでいた時に、後からここに

こんなものがあったと気づいたのに、お腹がいっぱ

いでそれを取れない悔しさはないですものね。                        

田丸さん：バイキングのお行儀の良さというのは、立

ち上がってテーブルを後にする時に、いかにお皿が

綺麗になっているかと言うことで、ぐちゃぐちゃで汚

い状態なのか、本当に綺麗な状態なのかというの

で、そのご家庭というのが見えてしまいます。バイキ

ングは、冬休みに向けて、クリスマスバイキングとか

色々あると思いますけれども、ちょっと気をつけてい

ただいて、お子様を野放しにして好きな物を取って

こさせないようにしていただいたら、お子さんが大き

くなったらそのように育ててもらって良かったなって

思ってもらえると思いますので、そうしていただきた

いなと思います。 

MC：田丸さんが振る舞いや女性の所作について

色々と講演されていますけれども、今聞いていると

ちょっとした振る舞いも無駄のないことにつながって

いる流れなのですね。       

田丸さん：女性としまして、私も子供もおりますし妻

でもありますし女将でもあるわけですが、一女性と

していつまでも美しくいたいですね。見た目は年齢

とともにしわも出てきますし、しみも出てきますが、

たるんでもきますけれども、衰えないのは所作とい

いますか立ち振舞いですね、そのようなものは衰え

ることはありませんので、逆に気にしましたらどんど

んアップしていきますので、女性の方は高級クリー

ムをつけるよりもそちらの方を見直していただきた

いと思いますね。例えば、スーパーなどでお買い物

をしますと、例えば、牛乳を買います時に賞味期限

のなるべく長いものを買いたい、その気持ちはよくわ

かるんですね。でも、あまりに奥の方にずっと手を伸

ばして漁っている、その姿というのは同じ女性とし

てあさましいなと。そこまで手を伸ばして奥の方の

ものを取るのではなくて、ご自身が使うのが先でし

たら仕方ないと思うのですが、今日、明日ぐらいに

使う予定があるのであれば、ちょっと手前の方から

取ってあげた方が、そのスーパーにとっても後ろの

方から取ってしまう人ばかりだと先の方のものは

余ってしまいますので、それが全部、破棄に繋がっ

てしまいますから、ご自身の家庭だけを考えるので

はなく、ちょっと全体を考えていただいて、私はこ

れ、今日使う予定だからそんなに長くなくてもいい

わと思ったら、ちょっと世の中に貢献しているような

思いで手前のものから取っていただくと言うほうが

素敵じゃないかなと思いますので。                          

MC：確かに、日持ちがするものだから良いというこ

とで、奥のものから取ってもそのお店からすると違

いますものね。全体像を考えられる事によって心

にもゆとりもできますし、買い物をするにも美しさは

大事ですよね。                                        

田丸さん：買い物はでますね。野菜などを何度も

自分の手でべたべたとさわって商品を比べている

のもちょっとなと、思いますし。                               

MC：ゆったりした心を持つことで随分とそういった

心の余裕というか、このような流れが循環されて

いるのだなと考える余裕もでますよね。女性とし

て３Rへの貢献の仕方は田丸さん自身、どのよう

に考えられていますか？                                   

田丸さん：エコバックですね、どこもビニール袋が

有料化になりまして、今まではビニール袋に入れ

て帰ってくるのがあたりまえでしたが、今はエコ

バックをお持ちになる方がずいぶん増えました。エ

コバックはほとんどビニール製、折り畳みで小さく

なるとは思うのです。私はエコバッグの代わりに風

呂敷を使います。ちょうど今、風呂敷を持ってきて

いるのですが、このように折りたたむとペッタンコに

なりますので、エコバッグより、がさばりません。今、

風呂敷は結構流行っていまして、割と可愛らしい

風呂敷が売っています。お土産なんか貰われる

方もいらっしゃいますし、また、家に多分眠っている

風呂敷がありますよね。その風呂敷を使って、か

ばんの中や車の中に風呂敷を何枚か入れておき

まして、スーパーにいったらエコバックにします。

とっても簡単にバックが出来ます。出来ますと皆

様からほめていただけるのですね。素敵ですね、

風呂敷でそんなふうにできるのですね、なんでも

ないことなのですけど。 
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MC：風呂敷は大きくて包むのに大丈夫なのかな、

物入れられるのかなというのがあるのですけれども。                                               

田丸さん：日本人は素晴らしいなと思います。綿百

パーセントの風呂敷が一番いいと思うのですが、ビ

ニールよりもずっと丈夫です。今からエコバックの作

り方をお見せいたします。これを裏側にして三角形

にします。こことこっちを結ぶだけでいいのです。こ

れを表側に返して、今結んだところを中に入れてあ

げます。そうしましたら、これでバッグの完成です

ね。これでスーパーで買った物をどんどんこの中に

入れまして、最後ここを二回結んであげます。二回

結びましたら、ほどけませんし、色々な形になります

ので大根など入りますし、かなり重たいものでも破

れることはありません。エコバックは、バックでしか使

えませんけれども、風呂敷はバックだけではなく、

ちょっと雨が降ってきたらかけるとか、おひざ掛けに

するとか、小さなお子様がいらっしゃる方は、お昼寝

しているときにかけてあげるだけでも寒さよけにな

りますし、なんでも使えますので風呂敷は本当に一

番のエコだと思います。 

MC：布だと重いものを入れても手が痛くなりません

しね。そのほかの形などあるのですか？ 

田丸さん：風呂敷の本を買うと、色々なバックの作り

方などありますね。簡単ですので、これからやってご

覧になられたら、ちょっと風呂敷の使い方の面白さ

や便利さが分かっていただけるのではないかなと

思います。                                                

MC：そして、風呂敷の中から出てきたものが本で

すよね。   

田丸さん：これが、10月23日に始めての著書を出

版いたしまして「愛される所作」ということで、この中

に食べ物を大切にすることですとか、バイキングの

取り方など書かせていただいております。後、お茶

ですね、私、エコの中でやっぱりお茶の葉からお茶

を入れると言うことを教えているのですね。それは、

私の子供達だけではなくて、うちの販売のスタッフ

にも教えていることなのですけど、そのことも書かせ

ていただいております。後、女性としての振る舞い

方、あり方みたいなことを書かせて頂いております。

私今日、上の喜久屋書店さんに行きましたら、一冊

だけ売っておりましたので、もしこの中で喜久屋書

店さんにて買っていただきましたら私、まだまだ

残っておりますのでサインをさせていただこうと思っ

ております。    

MC：田丸さんが色々な活動をされている中で、こ

の本を書こう、伝えたいと思った原動力はなにかあ

りますか。                                                 

田丸さん：それは、今、はしたないという言葉、最

近、電車の中でお化粧をするのが話題になりまし

たが、結局、そういう女性、それがなんともない、

みっともないと思わない女性が増えてきています

ので、それをちょっと違うのだよということを書きた

いな、若い女性達に主に伝えたかったことなので

すが、実際に書きますとあの結構男性の方が参

考になるっておっしゃってくださって、新人教育で

すとか、たぶん基本的なことなのですね。私は、マ

ナーの先生でもありませんし、所作、礼法の先生

でもありません。私が自分の商売を通して書いた

本ですので、皆様方の日々の生活の中にお役に

立っていただけるのではないかなと思います。 

MC：ちゃんと始末ができる人になれるようなこと

が書いてあるということですよね。ありがとうござい

ます。田丸さん、今日たっぷりと色々なお話してい

ただいたのですが、今日は３Rのイベントということ

で、リデュース、リユース、リサイクル、田丸さんご

自身の生活の中でこのようなことを心がけていま

す、また、ちょっと今日から変えていこうという何か

はありますか。       

田丸さん：私も出張等が多いものですから、買った

食材をついついその予定していたのだけど、仕事

が長引いてしまって今日は夕食が作れなかった

ということがあるので、その時間配分ですね。帰っ

てから作るのではなくて、ちょっと前日の仕込みを

しておくとか、何か食材を無駄にしないようなタイ

ムスケジュールを組みたいなーとは思っています

ね。                            

MC：時間の無駄がなくなると、そのような余計な

ものも出てこないですものね。ありがとうございま

す。ゴミの循環だけではなく、自分のこともしっかり

と循環させていくことで環境にもつながりますね。

ありがとうございました。北海道にはよくいらっしゃ

いますか？        

田丸さん：札幌までは、札幌の大丸さんに入って

いる関係で、それでも三年に一回ぐらいですね。

小樽は二十四年ぶりにまいりまして、石原裕次郎

記念館に母が大好きだったものですから、母に連

れられてきたことがございます。とても懐かしい街

ですけれども。            

MC：昨日も回転寿司を召し上がって、今日もお

いしいものを召し上がるということで、是非、北海

道を堪能されて、たくさん食べて最後まで残さず

食べることができそうですね。           
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 ステージトークショー② 

田丸さん：もちろんです。今、目の前の昆布屋さんで

昆布をいっぱい買ってきまして、回転寿司では生

のイワシのお寿司をいただきまして、大変、おいしく

頂戴いたしました。        

MC：たくさんの皆様に北海道の海産物を食べてい

ただくために、私達も海を汚さないように気を付け

たり、色々頑張りますので、是非,また北海道にいら

してください。そして皆様、田丸さんのお菓子なの

ですが、大丸札幌店で購入することができますの

で、是非、季節の意味合いですとかお店の方に尋

ねたら教えていただけますかね。                                 

田丸さん：大丸さんの素晴らしいところ、大丸百貨

店は、もともと京都の百貨店です。十五年前に北

海道の地に新しく入るにあたっては、北海道の方た

ちに何か役に立ちたいということで、大丸百貨店の

中で廃棄の食べ物ですね、食品の廃棄をリサイク

ルする大きな機械を二台入れられまして、毎日五

百キロの廃棄物を全部、有機栽培の畑の肥料に

変えてらっしゃるのですね。それでお野菜を農家の

方に作っていただくようという取り組みをなさってい

ます。 

MC：私達、個人レベルでもそうですが、企業など

が働きかけることによって、私達の意識もあがって

いきますし、このようなところで買い物がしたいなと

いう気持ちにもつながります。 

田丸さん：私達の見えないところで環境を大切にさ

れている方がたくさんいらっしゃって、一生懸命取り

組んでいらっしゃる。だから、私達もちょっとでもそれ

に何か貢献できたらと思いますね。 

MC：お菓子屋さんでしたら、お菓子の美味しさだ

けではなく、伝え方も本当にたくさんあるのですね。

是非、田丸さんにも和菓子の美味しさはもちろんで

すが、それ以外の美味しさの意味を更にもっと伝え

ていただければと思います。本日はありがとうござ

いました。田丸みゆきさんでした。どうぞ、おおきな

拍手でお送りください。                                 

田丸みゆきさんの「愛される所作」という本も出て

おりますのでお気になった方、手にとってご覧下さ

いませ。この後なのですが、3R推進北海道大会、

この後のステージは、午後3時からスタートさせて頂

きます。会場内のワークショップの出展の形をお迎

えいたしまして、ご紹介させて頂きます。この後のお

時間も、夕方の5時までとなっております。会場内

でワークショップ、アンケート、クイズラリー、皆様ご

参加いただいていますか。素敵なアクションをして

3つの3R学びながら、楽しくこの会場でお過ごしく

ださい。それではこの後のステージは、午後3時か

らのスタートです。 
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 出展者ＰＲ②               

ハンドメイド作家          Ｋａｏ さん 

整理収納アドバイザー     佐藤 真美 さん 

 

         

（コーディネーター：高嶋 伴子氏）  

MC：そして、ここからのお時間なのですが、３R推

進北海道大会、各コーナーでＰＲを頂いておりま

す方をご紹介させていただきましょう、ハンドメイ

ド作家のKaoさん、そして、整理収納アドバイ

ザーの佐藤真美さんです。どうぞステージへお願

いいたします。ここからお迎えするお二人なので

すが、実はカプセルでオーナメント、カプセルで

ガチャ楽器というのを会場内で皆様にご紹介し

ていたのですが、残念ながら、もう人気で終わっ

てしまったのですね。どんなものを作っていただい

たかと言うと、会場内でクイズラリーを皆様にして

いただいて、参加いただいたら最終的にガチャガ

チャをしていただいたのですね。ガチャガチャで

出てくるガチャポンのケースを使って、中にいろん

な雪だるまを入れ、または、鈴を入れたりとかし

て、楽器オーナメントを作っていたのですよね。見

ると可愛いクリスマスのオーナメントもありました

し、人気となりました。3R推進北海道大会は、札

幌の会場でも行いますので、後ほど、そのＰＲも是

非、お願いいたします。まずは、ハンドメイド作家

のKaoさん、ステージ向かって右側です。宜しくお

願い致します。ハンドメイド作家ということで、何を

作っていらっしゃるのでしょうか？                                  

Kaoさん：皆さん、何だか分かりますか。これ、実

はペットボトルから出来ています。これはエコ

キャップで出来ております。普通なら捨ててしまう

ものでも、ちょっとした工夫でこのようなものが作

れます。こういったリュースハンドメイドを行ってお

ります。                    

MC：ハンドメイド作家として活動する時に、色々

な作品作っていると思うのですが、今あるものを

利用できたらいいなというのを普段から思ってい

らっしゃいますか。                     

Kaoさん：それは常に持っていますね。                                  

MC：創作活動をするときに、新しいものを買うよ

りは、今あるものを変化させるということの方が楽

しさはあるのでしょうかね。                                  

Kaoさん：家にあるものでも、なんでもこういうちょっと

した工夫で飾り物だったりができるので、是非皆さん

にも作って頂きたく思っております。                             

MC：ペットボトル以外のものですと、どんなものを利

用して作品にされているのですか？   

Kaoさん：あちらにも置いてありますが、さば缶など空

き缶を利用して飾り物を作っています。タイルはです

ね、ちょっと使わなくなったタイルを利用したりしてい

ます。            

MC：日常にあるものを使って、様々な作品を作って

らっしゃるのですね。今日は、あのコーナーに行けば、

色々ものを利用した作品を見ることが出来るのです

ね。作り方は詳しく教えてもらうことはできるのです

か。                                           

Kaoさん：私は、伊藤整理収納店という、札幌で姉と

小さなお店を営んでおりまして、そこでも月、一、二

回ほどワークショップなどもやっております。                       

MC：ありがとうございます。さあ、そして真ん中におら

れますのは、整理収納アドバイザーの佐藤真美さん

です。宜しくお願い致します。整理収納アドバイザー

ということは、整理収納が素晴らしく出来るということ

ですよね。 

佐藤さん：そういうことではないのですが・・・整理収

納の良さを伝えているという、自分も頑張っている、

そんな状況です。 

MC：そして、佐藤さんが手にしているのが？                      

佐藤さん：牛乳パックを土台としまして、自分の好き

な布をはって、好きな大きさや形に出来るというわけ

です。                                            

MC：大きさ、形、大事ですよね。既製品は本当に

しょうがないから、その形に一番近いもので買ってし

まう事がありますよね。                                       

佐藤さん：お片付けの基本は入れ物に合わせるので

はなくて、入れたいものに収納用品が合うのが理想

なのですよね。                                       
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りますし、こちらの収納用品も、実際に見て触って

いただくことができますので、楽しみにしていて下

さい。お願いします。                                   

MC：ステージ向かって左手側の柱のところですよ

ね。あの可愛いカップケーキがペットボトルの蓋

で、また、ちょっと難しそうな一面体のルービック

キューブも是非、皆様トライしてみてください。 ハ

ンドメイド作家のKaoさん、整理収納アドバイザー

の佐藤真美さんをお迎えいたしました。ありがとう

ございました。Kaoさんに今ご紹介いただいたの

が、ペットボトルを利用したアート、作品をご紹介

いただきました。                         

 

 

 

 

 

 

 

MC：それ物が増える原因ですね。                                         

佐藤さん：入れたいものが決まってから、出しやす

い収納を本当は考えたいです。かごを買ってきて

入れるものを探したいなどあると思うのですが、本

当は入れるものを決めてから、ここに合うのはどの

ようなものか決める。その時に、中途半端に合わ

ない収納用品だとうまくいかないので、牛乳パック

とか空き箱だと、自分の好きな大きさに変えられ

るので、ピッタリの仕切りとかが出来るのです。 

MC：キッチンの小物、こういったものもありますけ

ど、その過程で使う特徴のある大きさがありますも

のね。                                             

佐藤さん：長さも高さも変えられるし、栄養ドリンク

の箱など。                               

MC：丈夫ですよね。何かに使えるかなと、それと

もう一つ持っているのは何ですか？    

佐藤さん：子供向けのおもちゃなのですけど、これ

は二面ありまして、全部緑か全部銀色かに揃え

て正方形にするというパズルなのですね。意外と

お子さんは既製品よりも、手作りのおもちゃの方が

割と長く使ってくれたり、飽きたりすることも早いの

でちょっとお試しでね。自分で作った物でやると

買い物の失敗もないですし。                                     

MC：これは正方形に全部することが出来るので

すね。                                

佐藤さん：このように納めると全部、銀色になりま

す。更に開いたりぐるぐる回したりすると、緑の箱

が出来る。                                                

MC：自分で作れる一面体のルービックキューブ

みたいです。                          

佐藤さん：これは、牛乳パック一本ありましたら出

来ますので、これでしばらく遊べます。 

MC：後で、あのコーナーで遊ぶことが出来るので

すね。ありがとうございます。普段、活動されてい

るお二人なのですが、今日は、カプセルでオーナ

メントもカプセルでガチャ楽器も終わってしまった

のですが、12月10日には３Rの推進のイベント

が、またイオン札幌発寒でありますよね。その時の

ピーアールもお一人ずつお願いします。                             

Ｋａｏさん：12月10日にも、今日も行いましたガ

チャカプセルとオーナメント用意してお待ちして

おりますので、是非皆さんご興味を持ってきて頂

けたら嬉しいです。         

佐藤さん：私も同じく、その場所で手伝いもしてお

出展者ＰＲ②  
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会社の思いとはあるのですが。                              

石嵜さん：実はペットボトルの回収機というのは、

北海道にはあまり見かけないかもしれませんが、

関東のほうではこの五年ほどで設置が多くなりま

した。当初は非常に高価であり、ランニングコスト

も高く、最終的な再利用の価格に転嫁されてしま

います。その影響で再利用の範囲が狭まってしま

うので、安価で導入しやすい機械を作り直そうと

いうのが開発の主旨です。                        

MC：リサイクルするのに大きなお金がかかるので

は、循環させるということでは痛い話ではあります

よね。安価でしっかりと潰すことができる機械が

誕生したということで、北海道にはあまり入ってい

ないということなのですが、関東のほうではどう

行った場所に置いてあるのですか。                          

石嵜さん：自動回収機が置いてある場所は、スー

パーマーケットが一番多いです。買い物のついで

にペットボトルを機械にかけてつぶして、リサイク

ルの協力のお礼に、設置先の お店のポイントをも

らって帰るというのが、流行っています。                       

MC：ポイントがつくというのが大きなポイントです

ね。生活で出るゴミの中で、例えば再利用出来る

ものは何と問いかけると、ペットボトルと一番に出

てくるぐらい、皆さんが知っているものかと思うので

すが、ペットボトルって実際どんなものに再利用さ

れているのですか。     

石嵜さん：ペットボトルはこれまでに卵パックや建

築資材など、色々なものに生まれ変わってきまし

た。皆さんの協力や、リサイクル技術の向上で、よ

り高度なものに再生できるようになってきていま

す。最近は、使い終わったペットボトルからペットボ

トルを作ることが出来るようになっています。同じ

ものを再生できることから、水平循環といわれてい

ます。リサイクルでは違う物にしか生まれ変わらな

いと思われている方がいらっしゃると思いますが、

水平循環によって、石油をより使わなくて済むよ

うになりました。  

続いては、ペットボトルの自動回収機のデモ機の

展示ご紹介いただきます、共栄産業株式会社の

石嵜洋樹さんです。どうぞステージにお越しくださ

い。今日は、ペットボトルの自動回収機、ご紹介い

ただいていますが、今、ステージちょっとご覧に

なっていたかと思うのですが、色々なものをさまざ

まな商品に再利用する方、本当に多いですよね。

ペットボトルの商品もペットボトルにいらない革を

貼り付けて、さまざまな作品が出来ていました。そ

の中で、佐藤さんはペットボトルを回収して再利

用するまでの手前の一番大事な部分ですよね。

先程の作品が仕上がるのにも、飲んだペットボト

ルは洗って綺麗にしないといけないんじゃないで

すか。そのような部分も改めてご紹介させてくだ

さい。ペットボトルの自動回収機なのですが、今

日、会場に持ってきて おいていただいています。

どんな機械なのでしょうか。                                        

石嵜さん：皆様はお飲みになったペットボトルを、

ラベルとキャップをはずして、中を洗って自治体

の回収、またはスーパーの店頭に持ち込み、リサ

イクルに協力して頂いていると思います。ペットボ

トルは、からになると、空気を運んでいるようなもの

です。そのままで運ぶと非常に運送効率が悪くな

ります。この機械を使って潰すことで輸送効率を

高めることができ、ペットボトルの輸送の回数を減

らすことでCO²排出を抑制することが出来ます。

今回お持ちした機械は環境にやさしい、効率的

なリサイクルを目指した機械です。                        

MC：ペットボトルは意外と硬さがありますものね。                            

石嵜さん：ペットボトルは、一回、踏んでつぶしても

あまりつぶれないでもとに戻ってしまいます。 

MC：意外と硬いのと、ちょっと弾力もあるのですよ

ね。今、石嵜さんが言ったように、容量を本当にと

りますよね。ペットボトルが空になった時に軽い割

には、ゴミ袋の容量をとるのでゴミ袋のお金もかか

るし、意外と邪魔者。中身だけは美味しいですけ

れどもね 、ペットボトルをぺっしゃんとさせて回収

する機械ですね、この機械を開発された経緯や

出展者ＰＲ② 

 

  協栄産業株式会社 

                               石嵜 洋樹 氏                                     

   

        （コーディネーター：高嶋 伴子氏）  
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やさしいリサイクルをしていきたいと考えていま

す。                                                   

MC：自給自足という言葉があるかどうかわからな

いですけれども、食品には自給自足という言葉が

あって、商品にも自給自足が合うような言葉があ

るのですか？循環型社会になっていくのでしょうか

ね。                                     

石嵜さん：環境にやさしいリサイクルといわれるの

が循環型、水平リサイクルです。リサイクルするも

のと同じものを作り、質を落とさないとことが一つ

のテーマになっています。ボトルからボトルのよう

な、石油を使わないリサイクルが、食品で言われ

る自給自足と同じことだと思います。 

MC：私達が飲んで、食べた、ペットボトルのゴミが

自分たちで出たゴミなのに、それが日本国内で

処理されていないというのは、ちょっと悲しい現実

なので、もっともっとこの機械が色々な場所に置

かれるといいですよね。最後に、改めて機械の今

日は体験もしていただいているということで、改め

てＰＲをお願いします。                                   

石嵜さん：まだ、北海道では機械の導入は少ない

ようですが、皆さんにご協力いただき、ラベルと

キャップを外し、洗っていただいたペットボトルを

多く集め、自動回収機で潰して北海道で出る

CO2を減らし、また、北海道で集めたものを、再び

北海道の商品として皆様方のお手元に戻せるよ

うに、頑張ってみたいと思っております。                       

MC：ペットボトルを潰して輸送しやすくするという

のが、どのようなことにつながるかということも、あち

らのコーナーでおそらく説明していただけるかと思

いますので、是非、この後のお時間もよろしくお願

いいたします。協栄産業の石嵜洋樹さんでした。

ありがとうございました。会場内では、3つのRをご

紹介しておりますが、様々な商品の例えば、ペッ

トボトルのリサイクル、新たな商品、作品になりま

した。そして、ペットボトルがリサイクルされてどの

ようになるのか、3つのＲ、リデュース、リユース、リ

サイクルをご紹介させていただいております。この

後もまだまだ続きます。この後は、3時30分から

整理収納アドバイザーの永井友子さんをお迎え

したステージイベントとなっておりますので、是非

お付き合い下さい。この後、3時30分からのスター

トです 。 

 

MC：それ一つの商品、物が出来上がって同じも

のがずっと使いまわせれば、素晴らしいことですよ

ね。なんとなく先ほどもおっしゃったようにリサイク

ル、再利用すると一段階ちょっと落ちるような感じ

があるというのは、皆様、そのようなイメージ持って

いますよね。ペットボトルをペットボトルで再生する

というのは、最初からの目的でもあるのですか。         

石嵜さん：社長は最初からボトルからボトルへ戻

す発想を持たれていましたが、実際に始まったの

は、2012年からです。ボトルに戻す技術を開発し

て2012年から大手飲料メーカーさんに採用され

て初めて日の目を見ました。                        

MC：まさか、ペットボトルがペットボトルになるとは

誰も思わないでしょうね。同じ物もそうなのです

が、ペットボトルがどんなものに再利用されている

のかなと、何かご紹介できるものはありますか。                                                  

石嵜さん：今年初めてヨーロッパのサッカーチーム

のユニフォームに採用されたというのが、一番わ

かりやすい有名な話かもしれません。 。                                                  

MC：マンチェスターユナイテッドのユニフォームに

採用されたということは、それなりにスポーツをプ

ロでされている方だから、基準も高いわけじゃない

ですか。そういった基準をクリアされた繊維にもな

るということですよね。                                     

石嵜さん：ペットボトルからのリサイクルでは、日本

で初めて採用されました。                                             

MC：ペットボトルの可能性は、これからどんどん広

がるのではないですか。どんなふうに広めていき

たいという何か思いはありますか。                                      

石嵜さん：今、ペットボトルは年間六十万トン以上

生産されていますが、国内にとどまるペットボトル

は三十パーセントくらいです。                                                         

MC：私、五十パーセントくらいは回収されている

のかなと。                             

石嵜さん：回収自体は九十数パーセントされてい

ますが、ほとんどが輸出されてしまいます。    

MC：国内に戻ってくることが大事なのですね。                                       

石嵜さん：効率的なリサイクルと、水平循環できる

技術があってこそ、国内にとどまるペ ットボトルが

増え、皆様方の理解と環境貢献が根付くことで

国内循環が出来上がり、輸出で海外に出ること

を減らせます。ペットボトルからペットボトルに戻す

ことを多くの方にご理解いただき、一緒に環境に 

 

出展者ＰＲ② 
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 ステージトークショー③                     

 

   整理収納アドバイザー  

                              永井 友子  氏                                     

   

        （コーディネーター：高嶋 伴子氏）  

MC：皆様、本日はウイングベイ小樽にお越し頂

きまして、誠にありがとうございます。そして、平成

28年度３R推進北海道大会におこし頂きまして、

誠にありがとうございます。さあ、ここからのトークイ

ベントなのですが、整理収納アドバイザーでファ

インスマイル代表の永井友子さんをお迎えいた

しました。よろしくお願いいたします。先程の各

コーナーのPRで、永井さんと同じく整理収納アド

バイザーという方がステージに登場いたしまし

た。この整理収納アドバイザーはどんなお仕事な

のですか。                          

永井さん：片付けの講座を開いたり、困っている

方のお宅におじゃまして、一緒に片付けのレッス

ンや作業をしています。                             

MC：今日は、片付けのアドバイザーもそうなので

すが、コーナーで片付けの時にご利用するという

か、ちゃんと再利用できるようなものをみなさんに

ご紹介いただいているのですけども、今日どうで

すか？いろんな方に参加いただいて。                              

永井さん：たくさんの方にご利用いただきまして、

「これは何から出来ているの？」「牛乳パックで出

来ているの～！」ということで、すごく驚きいただき

ましたけれども、場所によってはすごく有効です。

防水加工されていますからね。牛乳パックは、冷

蔵庫の中の物は、液漏れしてしまうものもありま

すが、ちゃんとキャッチしてくれます。汚れたらまた

別の牛乳パックで作ればいいのですから、エコで

すよね。                                     

MC：ペットボトルとか牛乳パックって、本当に優

秀ですよね。そんな再利用も含めて、イベントで

色々とお話ししていただいているのですが、整理

収納アドバイザーと、さらに、クリーニングデイとい

うイベントでしょうか、団体でしょうかをやってらっ

しゃるそうなのですが、ご紹介いただけますか。                                         

永井さん：クリーニングディ、あちらにのぼりが何本

か立っておりますけれども・・・。             

MC：すごくかわいらしいのぼりで、「クリーニングディ」

と書いてあって、その下に色々な絵が描かれていま

すよね。                                      

永井さん：いろんな雑貨をモチーフにしたロゴになっ

ていまして、これは、北欧フィンランドからやってきた

アップサイクルマーケットやイベントのものです。                   

MC：イベント名称が「クリーニングディ」なのですね。               

永井さん：「クリーニングディ」というのは、「洗濯物の

日ですか？」とよく聞かれるのですが、クリーニングと

いう言葉は「物を整理する」と言う意味合いもありま

すから、家の中のものを整える・見直すといった、そん

なような意味合いで「クリーニングディ」の名称が使

われています。                  

MC：永井さんご自身は「クリーニングディ」に関わっ

たり、整理収納アドバイザーの資格を持つようになっ

たり、永井さんご自身のきっかけって何ですか？                   

永井さん：きっかけはですね、私自信が苦手だった

のです、片付け。                    

MC：そんな方がアドバイザーになれるのですか？                  

永井さん：なれたのです。だから、苦手な気持ちがわ

かるアドバイザーとして、苦手目線でお伝えしており

ます。                                          

MC：最初は、自分でも整理、収納が凄く苦手で、で

も、片付けなきゃと思っていて、自分で勉強されてア

ドバイザーになられたのですね。                              

永井さん：そうなのです。聞いたぐらいで片付けられ

るなんて思っていませんでしたので、そんな資格が

あるならちょっと話を聞いてみようかと半信半疑で講

座を受けに行きました。そこで「実際に順番があるん

だ」「コツがあるのだな」と知りました。でも、その時点

でもまだ、片付けられるようになるとは信じてません

でした。帰ってきて実際に習った通りにやってみて、

綺麗になりました。でも、片付けで綺麗になるのは、

大体その時だけ。その後、崩れてしまうとか段々ちら

かってくるものなのですが・・・。理論通りに片付けた
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傷んだのですね。部屋は片付いて、すごくお客様

は喜んでいらっしゃるのですけれども、まだまだ使

えるものがゴミ袋の中にあって、なんだかなと思っ

ていたところ、映画「365日のシンプルライフ」とい

う北欧の映画を知りました。男性の方がたくさんの

物のある生活が嫌になってしまって、全てを一旦、

倉庫に預けて一日一つだけ、そこから必要なもの

を持ってくる。365日物は買わないというのを一年

間続けるという内容の映画です。一日目は真っ

裸からスタートですよ。一日目は裸で一つ目のも

のを倉庫に取りに行かなければいけない。何を取

りに行きますかね？裸の状態・・・、まず一つ目は

下着でしょうか。一番大事なもの、すごく考えます

よね。              

MC：全てを隠せるコートかなとも思いますし。                  

永井さん：人それぞれの一番目があると思うので

すが、そのような映画がある事を聞いて、これは

見てみたいと思ったのですね。でも、札幌では上

映の予定がなかったので、自主上映会を開きまし

た。その中で「クリーニングディ」というイベントが

あるという事を知り、２回の上映の間に物々交換

会をやってみようかしらと始めたのが始まりになり

ます。                    

MC：整理収納片付けについてくるものって、やは

り、何かを捨てると言うことも必ずついてくる。                   

永井さん：自分に必要のないものを出すということ

ですので、ゴミとして出すのか、使える人に渡して

出すのかというのは、気持ち的に大きな違いがあ

ると思います。                     

MC：アドバイザーとしてやってらっしゃって、更に、

クリーニングディのイベントに参加するということに

発展されて、何か大きく考えが違ってきていると

いうことはありますか？     

永井さん：自分に必要なものは何なのかっていう

ことを考えるきっかけ。後は、絶対片付けられない

と思っていた方が、誰かに使ってもらえる、いかせ

るならば一歩踏み出すことができるという大きな

心の変化を目の当たりにして、どんどんですね、イ

ベントで交換会をするのはもちろんなのですが、

日常的に必要なものは誰かにいかすという考え

方で皆さん同志で交流できたら、コミュニケーショ

ンも生まれますし、家の中もすっきりして、自分ら

しい暮らしができますので、本当に良いきっかけに

なりますよね。                            

MC：片付けをしたいのに、何かをしたいと思った

場所だけちらからなかったのです。それで、驚きま

して「私にでも出来る、お困りの方にも正しくお伝

えすれば、誰でも出来るのだ」ということを伝える

仕事というのをしていこうということで勉強を進め

ました。                              

MC：確かに、部屋の掃除整理収納は、誰もがや

らなきゃいけないもので、あえて習う、教えてもらう

とは思いませんよね。出来ると思っていますから。                          

永井さん：誰でも出来る来るのですよ。皆さん、物

を使って暮らしていますよね。服も着ていますし、

なので使ったものをしまう。それが片付けというこ

となのですが、全員が出来ることなのですよね。                                                  

MC：でも、私は出したものを戻せないのです。な

んでと思うのですが。             

永井さん：戻しづらい場所にその場所を決めてい

らっしゃるのか、それよりも大切なことがあるからそ

こでは戻しづらかったとか、そのような事はあると

思います。子育てされている方とか介護なさって

いる方というのは、それを元に戻すよりも子供に関

わったり、何か用事をしたりということで、優先順

位がそちらの方が低かったら、後回しになるという

事があると思うのですね。1日の中で、どこかでそ

れを元に戻すというところを心がければ、綺麗を

続けることが出来るのです。                             

MC：コツがやはり自分ではわかりませんので、そ

れを気づかせてくれるということで、アドバイザー

はすごく大事なのかもしれないですね。                           

永井さん：本当にきっかけをお渡ししているような

仕事だと思っています。意識をちょっとあげたりと

か。                                             

MC：先程の話を聞いた時に、どうしても片づけよ

うと思ったときに、まず可愛い収納からと通販の

雑誌を見てみたり、家具屋さんに行ったりとかある

のですけれども、そうではないですよね。                                                

永井さん：結局、ものが増えると、居る場所が狭く

なってしまいます。買っても使わずに買ったところ

で満足してしまって、そこから先に何もしないで終

わってしまったら・・・。また、それをどうしようかと、

考える種が一つ増えることになりますよね。                          

MC：考えを逆に考えると、違ってくるのですね。永

井さんご自身は整理収納アドバイザーを取って

から、このクリーニングディというイベントに参加さ

れた？                      

永井さん：片付けを進めていく中で、使えるものが

ゴミとして出されているというところに関して心が

ステージトークショー③  
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りますよね。                          

永井さん：後は、出荷できない規格外のものを

使ってお料理会をしたり様々です。。                   

MC：安く手に入りますしね。年に二回というのは、

何日と何日とか決まっているのですか。   

永井さん：5月の最終の土曜日と、8月も同じく最

終の土曜日です。今度は、来年の5月の27日に

予定しています。でも、日にちにかかわらずやろう

と思ったらいつでも開催しても良いことになってい

ます。クリーニングディジャパンのホームページか

らご一報いただければ、いつでもどこでも開催す

ることができます。                   

MC：クリーニングディジャパンでは、うたってイベ

ントをすることもできるのですね。           

永井さん：もし、一般的にたくさんの方に来てもら

いたいというのがあれば、クリーニングディジャパ

ンのホームページにそのイベントのURLから飛ん

で検索し登録することもできます。是非、こちらお

こしになっている皆様、二階、三階、四階、上の方

の席の方もいらっしゃいますけれども、次回は小樽

でやっていただきたいと思います。その土地なら

ではのものが、循環していくのかなあと思うと広が

りを感じます。     

MC：私が気になっていることなのですが、「365

日のシンプルライフ」一日一つずつ必要なものを

取っていって、最終的にはどんなふうになるのか？               

永井さん：今、ＤＶＤにもなっていますから見てい

ただきたいな。                     

MC：意外な結末なのですか？それとも、見終わっ

たあと、上映会を開きたいとなった映画の生レ

ビューをここで。                                          

永井さん：一日一つだけということで、持っていく

中で、主人公の方は葛藤するのですね。途中で

もう何も取りに行きたくないですとか、もしくは、物

が欲しくて、欲しくてというふうに自分の思っても

みなかった感情に驚きながら、でも、人生の中で

必要なものを見出していく。暮らしていくのに必要

な個数は、大体これぐらいだということは解ったと

言っています。いくつぐらいだと思います？                      

MC：最初の一日目、どうしよう、どうしますかと聞

かれた時に、本当に出てこなくて、365個はない

のではないか。                                          

永井さん：そうなのです。そこに主人公も気付く。                

時に、今までのステージにあがっていただいたみ

なさんが言っていますが、片付けるイコール捨て

てしまう、この捨てるという言葉自体がマイナスな

感じがします。捨てるぐらいなら、誰かに使ってもら

いたいと思いますね。 

永井さん：渡せる人がいたり、渡せる場所があった

りということを知ること、後は、行動してみるという

のが第一歩だと思いますね。                                      

MC：「クリーニングディ」というイベントなのです

が、北海道内でどんなふうに活動されています

か？                                               

永井さん：全国一斉開催の日が一年に二回、5月

と8月にありまして。                    

MC：全国一斉に同じです日にやるのですね。                              

永井さん：フィンランドでも同じ日なのです。だか

ら、世界一斉なのです。当初札幌は札幌一か所

だったのですが、今年の8月は札幌の他、旭川そ

して砂川、北広島、帯広と北海道内に広がって

一斉開催いたしました。                                   

MC：開催している時はフリーマーケットのような、

市場のような状態になっているのですか？                                               

永井さん：会場により様々でございまして、今日

何枚か写真を持って来たのですが、これがフィン

ランドでの開催の様子なのです。大通公園のよう

な屋外の公園で、フリーマーケットをしているとこ

ろもあれば、家の中で不用品を持ってきて交換す

る、読み終わった本、壊れたものを直す会というの

も、「クリーニングディ」の中で行っている会場があ

ります。               

MC：どうしても壊れたものを捨てられないのです

よ。思い出があって、直す人がいれば治したいの

ですよ。                                       

永井さん：例えば、おもちゃを直すという会場も

あったので、おもちゃを直す博士がいて、直しても

らう。家の中で端切れ布とか手放せないものとか、

そういったものを皆さんで持ち寄り、これで何か作

りましょうということで、これは紐を編んでいるので

しょうかね、（写真を見ながら）このような端切れ布

を持ち寄って、別のものを作るというイベントも、も

ちろんできます。今日のイベントで提案のワークの

材料はペットボトルです。資源ごみに出してリサイ

クルできるものですけど、それを楽しむために素

敵な雑貨に作り変える。それも、今年の「クリーニ

ングディ」の中でやったワークショップです。 

MC：古布とか端切れ布でしか出せない色合いあ

ステージトークショー③  
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つける。色々なことがやりたいけれども、まずこれ

をやらなきゃということと、出来たらやりたいなとい

うことがあると思いますので、どうしてもやりたいと

いう優先順位をつけて、それ今年中に全部やると

思わないで、何番目までやればいいかなと考えま

す。そうすると出来ない、やれないということで自

分を責めてしまいがちになるのですが、やることが

解っている、今年やるのはここまでと自分が決め

るということで、すごく楽になりますし、責めずに進

むことができます。なんとなくやらなきゃなぁと思っ

ているところを書き出すことによって、具体的にす

るというところで、意外といっぱいやらなきゃという

ことで、何かに追われるような気持ちになっている

方にとっては、これだけだったのだなということで

すごく心にも余裕ができますので是非。                      

MC：アドバイザーをやられていて、みんな同じポ

イントで悩んでいるなという部分って何なのです

か？                                                  

永井さん：手放せないというか、何を持っていたい

のかわからないという方は、結構おられます。何を

どうしたらいいのかわからないという。                         

MC：何をどうしたらいいかわからないという、漠然

とした場合のアドバイスは、どんなポイントですか？               

永井さん：片付けが終わったその部屋でどうした

いと思われますか？片付けたその先をイメージし

ていただきますね。探し物もしなくて寝転がれる

ような部屋にしたいと思っているのだよということ

が出てきたら、そこに行くためには何をしたらいい

かなというところで見ていただくとすると、ちょっと

物が多いから少し無くさなきゃいけないというとこ

ろで、まず、使っているものだけにしてみましょう。

使っていないものは、その時点では捨てなくても

いいですから、まず、分けて使いづらいところにで

も置いて暮らしてみましょう。本当にそれが無くて

も暮らせるねとなったら、そのちょっと待ってよーの

ところから、取っておくのか、もしくは、活かせるもの

はどこかに活かすのかというところを仕訳していく

ということ、何かしたいことを書き出して行ったりす

ること。                   

MC：ただ、しようと動いていくよりは、なりたいこと

を書き出してイメージしていきたいですね。                    

永井さん：片付けをゴールにしてしまいがちなの

です。片付けたい、片付けたい、片付けたい、永

遠に片付けたいなのですけど、片付けた先にやり

たいことしたいことがあるよねということで。 

MC：自分の部屋を思い浮かべてみると、365個

以上の何かはありますよね。                   

永井さん：ちょっとネタばらしすると、だいた100個

くらい。これは、講座の中でもお伝えしているので

すが、100から150アイテムくらいあれば暮らして

行くのには大丈夫と言われています。残りの数は、

何のものなのでしょ、それは、自分の暮らしを豊か

にするものですとか、お気に入りのものとかそう

いったものなのですね。                                

MC：その豊かにするものの余力が、より豊かであ

ればあるほど、良いものを手にすることが出来ます

よね。                                           

永井さん：なんでも家の中に入れるのではなくて、

本当に自分の気に入ったものを選び置くだけで、

豊かになりますよね。                                               

MC：そう考えると、本当に整理整頓は難しいなと

考えていたものがちょっと、このような豊かなもの

が自分の心にも手に入るのだったら、やってみよう

かなと思いますね。今日は、たくさん聞いている方

がいらっしゃるので、一番の片付けのコツって何で

しょうか？ 

永井さん：片付けるコツ、皆様聞いてくださいよ。

まず、必要なものを選ぶというところなのですけれ

ども、要る要らないというふうにわけたら全部要る、

要る、要る、要るになって手放せるものが何もない

という経験ありませんか？ちょっとそこは置いてお

いて・・・。分けるときに、「使っているのか使ってい

ないのか」、「今、使っているのか、今、使っていな

いのか」で分けていただきましょう。そんな変わっ

た方法ではないのですけれども。                          

MC：そんなことと思われるかもしれませんが、そ

れは大きな違いですよね。                        

永井さん：意外と使っていないのにそこにあって、

それが使いたいものを邪魔しているというふうに

考えてみてください。                                                

MC：使っているものイコールいるものではないで

すよね。                               

永井さん：目安にするとしたら、一年もしくは今年

使ったかな、去年使ったかなということで区切って

みて、今使っているものだけを使いやすいように

収める。それだけで暮らしやすくなりますので、年

末に向けて、まず、使っているものだけにしてみ

る。後は、あれもやりたい、これもやりたいと欲張る

と何も意外と進まなくなってしまうので、やりたいこ

とをまず書き出してみる。その中で、優先順位を
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が出てくるので、「片付け永友」と入れていただき

ましたら出てまいります。私以外にも整理収納アド

バイザーはいますので、自分にあったアドバイ

ザーに出会えると良いですね。今日はリサイク

ル、リデュースで作っていただいたガチャの楽器

とか、オーナメントが、残念ながら、すぐに売り切れ

てしまったので、12月10日の札幌会場では、是

非、皆様に参加していただきたいです。家にある

ものをお持ちになり、また、クイズラリーでガチャガ

チャできますから。クリスマスの日にちも近いです

ので、楽しんでいただきたいですね。 

MC：今日は、私の一番の発見は片付けを要る、

要らないではなく使っているか、使っていないかで

分けるというのが大きなポイントでした。それを行

動に移せるように、今日じゃなくてちょっと余裕を

持たせて1週間以内に行動におこせるように。               

今でしょ ！ 年末に向けて頑張りますので。整理

収納アドバイザーの永井友子さんでした。永友さ

んでした。会場内の終了の時間5時までおられま

すので、ちょっとアドバイスを受けたい方がいらっ

しゃいましたら、是非、永井さん、後もう一方いらっ

しゃいますので、声をかけていただければ。素敵

な映画もご紹介いただきました「365日のシンプ

ルライフ」気になった方、是非レンタルビデオなど

も借りてみてはいかがでしょうか。ありがとうござい

ました。皆様、本日は、平成28年度3R推進北海

道大会にお越し頂きまして、誠にありがとうござい

ます。会場内たくさんの方にお越しいただいて、

色々とワークショップの数が終了しているものは

あるのですが、会場内のクイズラリー行っておりま

す、パネルで三つのR、リデュース、リユース、リサ

イクル学んでみませんか？簡単なクイズとなって

おります。パネルをご覧いただければ進めますの

で、是非、皆様会場内のクイズラリーにも、どうぞ

ご参加下さい。そして、この後なのですが、4時30

分からもステージイベントをご用意させて頂いて

MC：永井さんの家は整理、整頓ばっちりしている

家なのですか。                           

永井さん：ははは、うちは子供が三人おりまして、

一応、みんな、片付けはするのですが、やっぱり乱

れます。ただ、置く場所が決まっていますので戻

すとすぐに片付けることができます。片付けの時

は元の位置に物を戻しましょうと声かけをして、そ

んな優しくは言わないのですけどね・・・。   

MC：お子さんが片付けに自主的に動くポイントは

ありますか？                              

永井さん：お子様が片付けやすい場所に、片付け

るものを置くところかな。一緒にやってあげたりと

か、できたら褒めてあげたりとか、後は複雑にしな

いところ、ざっくりで。         

MC：大人の私でも、部屋がシンプルだとすごく楽

ですよね。                              

永井さん：片付ける場所はここ。見えているところ

にぽんと入れればいいとか、そのような仕組みに

してあげると、お子さんも喜んで行動します。すご

く綺麗になったねということで、出来たところ見た

ままを褒めてあげると、やった後で「褒めて」という

顔でくるので、「言わないのに出来たね」と褒めて

あげます。笑顔で子育てしたいですよね。                              

MC：永井さんご自身は３つのR、リデュース、リ

ユース、リサイクル、色々な活動の中で、これは毎

日、心がけているというのはありますか？                                      

永井さん：私は、一度家の中に入ると手放せな

い、物に執着してしまうところがあるので、なるべく

家に入れないというところ、リデュースですね。そ

れを心がけていますね。なので、余計なものをもら

わなかったりチラシなど配っていて、以前の私だと

配っている人がかわいそうと思ってもらっていたの

ですけれども、それを使わないのならば、最初から

申し訳ないですということでもらわなかったり。後

は、簡易包装とかエコバックを持ったりとかです

ね。そのようなことで、不要なものを家に持ち込ま

ない。それは意識しています。                         

MC：片付けの基本教えて頂きました。ありがとう

ございました。もし、頼む場合は整理収納アドバイ

ザーというキーワードで検索したら？                                     

永井さん：整理収納アドバイザーはいっぱいおりま

すので、その中で整理収納アドバイザー、私、永

井友子と言いますけれども、永井の永に友子の

友で永友ということで、活動しておりますので。た

だ、永友というと、アモーレのサッカーの長友選手
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 ステージアトラクション③                     

        

浅沼  修  氏                                     

   

        

 （コーディネーター：高嶋 伴子氏）                   

MC：ありがとうございました。浅沼修さんでした。

小樽のFMラジオでもパーソナリティーをされてい

るということで、でもこのウィングベイ小樽では初

めてなのですね。      

浅沼さん：初めてです。                                              

MC：イルミネーションも綺麗な時期になってきま

した。この小樽や皆さんの住んでいる街を綺麗に

するために、今日は３Rのイベントなのですが、浅

沼さん自身が今日から心がけていこうかなと思っ

たことはありますか？                                           

浅沼さん：結局、物を大切にするということですよ

ね。物を大切にすると、心を大切にしているような

気がしてきますよね。それが、例えば再生すると

いうことは、疎遠になった友達、それからあんまり

会ってなかった兄弟、それが再生されていくとそ

れは、もう一度また新しく生きるという事ではない

かなと思います。                                         

MC：私達の生活の中でゴミもそうですけど、その

ような心の中の部分もつながっていきそうで温か

くなりますよね。                                                

浅沼さん：また、来年になるのですが、コンサート

していきたいと思います。「時計台のある街」も検

索していただけると出てきますので。 

MC：今日は、素敵な歌声聞かさせていただきま

した。ありがとうございました。皆様、本日の３R 推

進北海道大会なのですが、様々な生活の中で

の3R、皆様にこのイベントで気づきやきっかけを

この中で見つけていただきました。今、浅沼さん

がおっしゃったように、人間関係の３R、再生という

のも大事なのかもしれないですね。 



ＭＣ：皆様、今日は朝から皆様にお楽しみいただきました、平成28年度3R推進北海道大会「さあ、しよう3 

Rを意識した生活！」、まもなく5時をもちまして、すべてのプログラムを終了とさせていただきます。最後に閉

会のご挨拶といたしまして、環境省北海道地方環境事務所課長 遊佐 秀憲よりご挨拶をさせていただき

ます。お願いいたします。   

遊佐課長： 浅沼さんの感動的な歌の後で挨拶するのは、難しいのですけれども、一言、挨拶の方を申し上

げたいと思います。本日は、3 R推進北海道大会を皆様方のお力で盛り立てていただきまして、ありがとう

ございます。北海道地方環境事務所といたしまして、一言お礼を申し上げたいと思います。本日は、「さあ、

しよう３Rを意識した生活！」をテーマにして、一般の方々を対象とした３Rの普及啓発活動で開催いたしまし

た。そこで私が今回気づいた部分をお話しますと、講師の先生三人の方に、本間先生の流木アート、田丸

先生の暮らしの歳時記のような風呂敷の包み方、そして、ものを大事にするというお話を伺いました。そして、

永井先生からは、永井塾というような感じの整理術、非常に感動しました。その合間、合間でギターの演奏

があって、まさに心の方を癒しながらも、これからの活動を盛り上げていくというようなことで、非常に感銘を受

けたところです。浅沼さんの時計台のある街、この曲は故郷をテーマにした曲なので、非常に感動していま

す。ちょっと雨の話をしますと、雨は山の木々や地面に浸透いたしまして、そして、地下水になるまで三十年

かかるそうです。私達は、そのような資源を大切にしなくてはならない。そして、その資源の大切さというもの

は、この３Rから生まれるということを改めてわかったところです。それで浅沼さんに一言お願いと言うか、この

歌は本人が十七歳の時に作った曲だそうです。今、この札幌の街で同じような情景がもしあるとしたら、それ

をちょっと詩に書いて歌ってもらう。まさに３R、資源循環というのは、大切にする、恋人を大切にする、家族を

大切にする、そのような部分が詰まっていると思っております。更なる皆さま方の活動を祈念いたしまして、

私からのご挨拶とさせて頂きます。本日はありがとうございました。 

ＭＣ：閉会のご挨拶をさせていただきました。ありがとうございました。平成28年度３R推進北海道大会、ウィ

ングベイ小樽のこの場所を借りて開催させていただきました。まもなく5時をもちまして終了とさせていただき

ます。会場内は、たくさんの皆様に３Rのクイズラリーにご参加いただきました。皆様がアンケートに参加され

る時に再利用、リサイクル、３R と聞くと難しいなという顔をしているのですが、クイズラリーで進んで行くと、

実は身近なことで意識せずに皆様が参加していることでもあるのですよね。今日、皆様がイベントで集まっ

て、勉強して得た気付きを生活に取りいれていただければと思います。そして、この３R推進北海道大会な

のですが、今日はウィングベイ小樽で開催いたしました。11月23日水曜日の祝日には、とかちプラザ帯広

でも開催いたします。また、札幌でも12月10日イオンモール札幌発寒での開催となります。どちらもワーク

ショップやカプセルでガチャ、カプセルでオーナメントなどを行います。是非、皆様この機会に札幌会場や帯

広会場にも足をお運びくださいませ。また、大人気のばくりっこコーナーの開催となっております。この会場で

家にある不用品を持って来られなかったという方、是非、帯広会場または12月10日の札幌会場にご自宅の

不用品を持って、この会場でばくりっこをして素敵な商品または製品をゲットして下さい。皆様、本日は3 R

推進北海道大会にご参加いただきまして、誠にありがとうございました。まもなく5時をもちまして終了とさせ

ていただきます。まだパネルかざってありますね。是非、お時間ありましたら、どうぞご覧くださいませ。本日は

ご参加いただきまして、誠にありがとうございました。 

 

閉会挨拶          北海道地方環境事務所 環境対策課長 遊佐 秀憲 
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